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［広報いいだ］2006.4.1 　�

398億�
5,000万円�

農林水産業費�
19億8,895万円（5.0％）�

消防費�
13億1,201万円（3.3％）�

市　税�
126億5,908万円�

（31.8％）�

地方交付税�
97億1,000万円�

（24.4％）�

歳入�歳入�歳入�

市　債�
39億9,390万円（10.0％）�

諸収入�
22億4,309万円（5.6％）�

県支出金�
16億6,473万円（4.2％）�

繰入金�
14億3,649万円（3.6％）�

その他�
30億9,800万円（7.7％）�

国庫支出金�
28億5,543万円（7.2％）�

398億�
5,000万円�

歳出�歳出�歳出� 民生費�
99億2,629万円�

（24.9％）�

公債費�
55億9,294万円（14.0％）�

衛生費�
49億8,139万円�

（12.5％）�

土木費�
47億3,140万円（11.9％）�

教育費�
44億1,476万円（11.1％）�

総務費�
35億1,223万円�

（8.8％）�

商工費�
27億7,367万円（7.0％）�

その他�
4,435万円（0.1％）�

■問合せ　財政課　10265（22）4511　内線2231

特 別 会 計 予 算 �特 別 会 計 予 算 �

歳入の概要�
○基幹的な収入である市税は、
税制改正による個人市民
税の増収に対し、評価替
えによる固定資産税の減
収などもあり、総体とし
て、国の見込みほど増額
は期待できない状況です。�
○このような状況の中、合
併による交付税の増分や
合併特例債や過疎債を有
効に活用し、財源を確保
しました。�

○不足する分は、基金（貯
金）約14億3,000万円を
取り崩して賄います。�

地方消費税交付金�
11億5,000万円�

（2.9％）�

分担金・負担金�
10億3,928万円（2.6％）�

議会費�
2億9,388万円�

（0.7％）�

労働費�
2億7,813万円�
（0.7％）�

歳出の概要�
○行財政改革や合併効果に
より、約７億 7,000 万円
の財源を捻出し、普通建
設事業の伸びに対応しま
した。�
○学校耐震化や川本人形美
術館の整備により、教育
費が前年度より大きく伸
びています。�
○道路改良や一般廃棄物最
終処分場建設など大型事
業が本格化するため、土
木費や衛生費も伸びてい
ます。�

一 般 会 計 予 算 �

会計名�
国民健康保険・事業勘定�
国民健康保険・直診勘定�
老人保健�
介護保険�
地方卸売市場事業�
駐車場事業�
墓地事業�
簡易水道事業�
農業集落排水事業�

下水道事業�

介護老人保健施設事業�
特別養護老人ホーム�
上村デイサービスセンター�
上村しらびそ高原観光事業�
ケーブルテレビ放送事業（新設）�
病院事業�
水道事業�

予算額�
81億7,881万円�

533万円�
101億3,920万円�
78億3,880万円�

1,622万円�
6,660万円�
1,680万円�

7億3,880万円�
6億8,300万円�

52億3,700万円�

2億6,740万円�
6億9,180万円�
2,180万円�
8,110万円�

1億2,980万円�
121億6,365万円�
27億6,000万円�

前年度比(%)�
1.3�
0.0�

△4.0�
6.6�

△0.2�
△0.9�
△30.6�
20.4�
4.8�

△6.8�

0.2�
△5.9�
△1.1�
△4.2�
皆増�
△5.3�
△5.3

主な内容�
保険給付費、老人保健拠出金、介護納付金�
�
医療給付費�
保険給付費、地域支援事業費�
�
�
西部聖地Bブロック整備�
上久堅簡易水道整備�
米川野池芋平地区�
公共：飯田処理区・松尾浄化管理センター・川路処理区�
特環：竜丘処理区・山本処理区�
�
�
�
�
竜東地区、遠山郷�
�

（　）内は構成比�



　 2006.4.1［広報いいだ］�

３つのまちづくりを重点�３つのまちづくりを重点�３つのまちづくりを重点�

�
�

…４億４億2,000万円万円�
�
�

…13億9,500万円万円�
…160万円万円�

…１億…１億3,489万円万円�
…３億…３億3,010万円万円�

�
�

…４億2,000万円�
�
�

…13億9,500万円�
…160万円�

…１億3,489万円�
…３億3,010万円�

�
�

…１億１億8,610万円万円�
…６億…６億3,400万円万円�
…２億…２億6,000万円万円�

…１億円…１億円�
…３億円…３億円�

�
�

…１億8,610万円�
…６億3,400万円�
…２億6,000万円�

…１億円�
…３億円�

�
�

…50万円万円�
�

…200万円万円�
…138万円万円�

�
�

…50万円�
�

…200万円�
…138万円�

�

…３億３億1,480万円万円�
�

…３億…３億662万円万円�
…100万円万円�
…3,500万円万円�
…1,220万円万円�

�

…３億1,480万円�
�

…３億662万円�
…100万円�
…3,500万円�
…1,220万円�

�
�

…50万円万円�
…200万円万円�
…50万円万円�
…60万円万円�
…292万円万円�

�
…120万円万円�

�
…80万円万円�

…2,066万円万円�
…20万円万円�

…1,350万円万円�
…50万円万円�
…80万円万円�

�
…400万円万円�
…130万円万円�
…200万円万円�

�
…111万円万円�

�
…490万円万円�

�
…569万円万円�
…425万円万円�

�
�

…50万円�
…200万円�
…50万円�
…60万円�
…292万円�

�
…120万円�

�
…80万円�

…2,066万円�
…20万円�

…1,350万円�
…50万円�
…80万円�

�
…400万円�
…130万円�
…200万円�

�
…111万円�

�
…490万円�

�
…569万円�
…425万円�

�
�

�
…300万円万円�
…910万円万円�

�
…9,673万円万円�

�
�

�
…300万円�
…910万円�

�
…9,673万円�

…１億7,139万円�
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　　誰もが安心して暮らせるまち　　誰もが安心して暮らせるまち

▼防災対策の充実防災対策の充実�
○学校耐震化の推進○学校耐震化の推進�
　（浜井場小・上郷小耐震補強工事ほか）　（浜井場小・上郷小耐震補強工事ほか）�
▼医療・健康・環境の充実に向けた各種施策▼医療・健康・環境の充実に向けた各種施策�
・高度医療や救急医療の推進・高度医療や救急医療の推進�
☆不妊治療費の助成☆不妊治療費の助成�
☆ほっ湯アップルの増改築☆ほっ湯アップルの増改築�
・一般廃棄物最終処分場の整備・一般廃棄物最終処分場の整備�

　　市民の視点に立って運営する　　市民の視点に立って運営する�
　　「株式会社　飯田市役所」　　「株式会社　飯田市役所」�

・行財政改革大綱・集中改革行財政改革大綱・集中改革プランプランの策定の策定�
☆コンビニエンスストア☆コンビニエンスストア�
　収納システムの導入準備　収納システムの導入準備�
☆監査委員体制の充実（☆監査委員体制の充実（2人→人→3人）人）�

　　文化や自然を活かし豊かなライフスタイルを　　文化や自然を活かし豊かなライフスタイルを�
　　楽しめる「福招きのまち」　　楽しめる「福招きのまち」�

・橋南第二地区市街地再開発事業橋南第二地区市街地再開発事業�
☆川本喜八郎人形美術館の整備☆川本喜八郎人形美術館の整備�
・堀端地区優良建築物整備への支援�
☆まちなか観光駐車場（扇町）の整備☆まちなか観光駐車場（扇町）の整備�
☆天竜峡再生道路の整備☆天竜峡再生道路の整備�

　　地域経済の自立度が高いまち　　地域経済の自立度が高いまち�

▼事業者自らが実施するパワーアップ活動事業者自らが実施するパワーアップ活動�
☆大学などとの連携推進☆大学などとの連携推進�
・地域産品のブランド化・地域産品のブランド化�
・EMCEMCシンポジウムの開催シンポジウムの開催�
☆図書館を活用したビジネス支援サービス�
・ビジネスネットワークの支援・ビジネスネットワークの支援�
☆地域農業生産販売額拡大のための☆地域農業生産販売額拡大のための�
　シナリオづくり　シナリオづくり�
☆農畜産物販路開拓のための☆農畜産物販路開拓のための�
　プロモーションツールづくり　プロモーションツールづくり�
・間伐の促進・間伐の促進�
☆地域産材の利用普及・促進☆地域産材の利用普及・促進�
○天竜峡の活性化○天竜峡の活性化�
・遠山郷の観光活性化・遠山郷の観光活性化�
☆経営改善への支援経営改善への支援（商店街の活性化への支援ほか）商店街の活性化への支援ほか）�
▼人材育成と企業、人材誘導▼人材育成と企業、人材誘導
・飯田産業技術大学の開講・飯田産業技術大学の開講�
・企業誘致の推進・企業誘致の推進�
☆人材の誘導☆人材の誘導（ＵＪＩターンの支援ほか）�
▼地域内の多様な連携▼地域内の多様な連携
・エコツーリズムの推進・エコツーリズムの推進�
・ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ、�
　全日本実業団サイクルロードレースの開催全日本実業団サイクルロードレースの開催�
○まちなか観光の推進○まちなか観光の推進�
　（インフォメーションセンターの設置）�
☆地域農産物などの海外輸出チャレンジ☆地域農産物などの海外輸出チャレンジ�

　　地域への誇りや愛着を高め、「地育力」で　　地域への誇りや愛着を高め、「地育力」で�
　　人を育むまち　　人を育むまち�

▼子育ての楽しさが実感できる環境づくり子育ての楽しさが実感できる環境づくり
○「地育力」向上連携システム○「地育力」向上連携システム�
○つどいの広場の拡充○つどいの広場の拡充（１カ所増設含む）�
○児童館、児童クラブの運営○児童館、児童クラブの運営�
　（上久堅・三穂に児童　（上久堅・三穂に児童クラブクラブを新設）を新設）�

　　合併に伴う一体性の醸成　　合併に伴う一体性の醸成�

☆南信濃地域交流南信濃地域交流センターセンターの建設の建設�
・上村・南信濃地域の道路、・上村・南信濃地域の道路、�
　林道の整備　林道の整備�
☆奥茶臼山（上村）の遊歩道の整備☆奥茶臼山（上村）の遊歩道の整備�
☆かぐらの湯ペレットボイラー導入☆かぐらの湯ペレットボイラー導入�
・お茶の振興・お茶の振興（製茶工場整備への支援）�
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・行財政改革大綱・集中改革プランの策定�
☆コンビニエンスストア�
　収納システムの導入準備�
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　　楽しめる「福招きのまち」�

・橋南第二地区市街地再開発事業�
☆川本喜八郎人形美術館の整備�
・堀端地区優良建築物整備への支援�
☆まちなか観光駐車場（扇町）の整備�
☆天竜峡再生道路の整備�

自立度を高める芽だし予算�自立度を高める芽だし予算�
平成18年度予算�平成18年度予算�

　行財政改革の状況�
　平成14年度に定めた「飯田市行財政改革大綱」に
基づいて事務事業の見直しを行っています。�
　18年度予算では、次のような成果が出ています。�

○職員数及び人件費の抑制�
○事務事業の廃止、縮小�
○補助金、負担金の見直し�
○枠配分、合併による経常的経費の削減�
○公債費の縮減�
○民営化、委託化による経費の削減�

　平成18年度当初予算の概要をお知らせします。�
　基本的な経費を定めた一般会計予算額は、前年度
飯田市・上村・南信濃村の合計額と比べ 3.7％増の
398億５千万円となり、5年ぶりの増額予算となりました。�
　３つのまちづくりを重点に掲げ、限られた予算で最大
限の効果が出せるよう全力を尽くします。�
　また、総額を抑えながらも、一般廃棄物最終処分場
建設や学校耐震化事業などの大型事業にも取り組みます。�

　　地域経済の自立度が高いまち�

▼事業者自らが実施するパワーアップ活動�
☆大学などとの連携推進�
・地域産品のブランド化�
・EMCシンポジウムの開催�
☆図書館を活用したビジネス支援サービス�
・ビジネスネットワークの支援�
☆地域農業生産販売額拡大のための�
　シナリオづくり�
☆農畜産物販路開拓のための�
　プロモーションツールづくり�
・間伐の促進�
☆地域産材の利用普及・促進�
○天竜峡の活性化�
・遠山郷の観光活性化�
☆経営改善への支援（商店街の活性化への支援ほか）�
▼人材育成と企業、人材誘導
・飯田産業技術大学の開講�
・企業誘致の推進�
☆人材の誘導（ＵＪＩターンの支援ほか）�
▼地域内の多様な連携
・エコツーリズムの推進�
・ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ、�
　全日本実業団サイクルロードレースの開催�
○まちなか観光の推進�
　（インフォメーションセンターの設置）�
☆地域農産物などの海外輸出チャレンジ�

　　地域への誇りや愛着を高め、「地育力」で�
　　人を育むまち�

▼子育ての楽しさが実感できる環境づくり
○「地育力」向上連携システム�
○つどいの広場の拡充（１カ所増設含む）�
○児童館、児童クラブの運営�
　（上久堅・三穂に児童クラブを新設）�

　　合併に伴う一体性の醸成�

☆南信濃地域交流センターの建設�
・上村・南信濃地域の道路、�
　林道の整備�
☆奥茶臼山（上村）の遊歩道の整備�
☆かぐらの湯ペレットボイラー導入�
・お茶の振興（製茶工場整備への支援）�

主な事業内容� ☆印は新規事業、○印は拡充事業、�
・印は継続事業です。�

「地域経済の自立度が高いまち」�
「地育力で人を育むまち」�
「誰もが安心して暮らせるまち」�

「地域経済の自立度が高いまち」�
「地育力で人を育むまち」�
「誰もが安心して暮らせるまち」�

「地域経済の自立度が高いまち」�
「地育力で人を育むまち」�
「誰もが安心して暮らせるまち」�
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南信州ステージ�
コース地図�

飯田駅�飯田駅�

フィニッシュ�

大会本部�
松尾総合運動場�
オーロラ�
ビジョン�
駐車場�

東中央通り�

新飯田橋�

天竜川�天竜川�

弁天橋�弁天橋�

水神橋�水神橋�

南原橋�南原橋�

芦ケ沢
大橋�

水神橋西�水神橋西�

水神橋東�水神橋東�

永代橋�

富田沢橋�

宮の沢橋�

北部集落センター�

滝沢川橋�

下久堅支所�

山岳ポイント�

飲
食
補
給
区
間�

飲
食
補
給
区
間�

飲
食
補
給
区
間�

下久堅小学校�

堤
防
道
路�

堤
防
道
路�

堤
防
道
路�

●パレードコース（7.3km）�
　飯田駅前をスタート、新飯田橋交差点を左折し、天竜川堤
防道路を通り、水神橋東交差点まで。�
●周回コース（12.2km×12周）�
　下久堅地区内を12周する。（周回ｺｰｽの標高差約180m）�
●フィニッシュコース（1.6km）�
　再び水神橋を通り、水神橋西交差点を右折、松尾の産業
道路を北上して、松尾総合運動場前でフィニッシュ。�

●全長（155.3km）�

スタート�
8：45(予定)

競　技�
スタート�

パレードコース�パレードコース�

周回コース�周回コース�周回コース�

フィニッシュ�
コース�
フィニッシュ�
コース�
フィニッシュ�
コース�

●パレードコース�
　一時的交通規制�
　（8:30～ 9:15頃）�
●周回コース�
　レース中交通規制�
　（8:45～ 14:00頃）�
●フィニッシュコース�
　一時的交通規制�
　（12:30～14:00頃）�

交通規制 (予定)

下久堅運動場�
駐車場�

●観戦にあたってのお願い�
※レースの支障となります
のでコースの横断・コー
ス内の移動はしないでく
ださい。自転車が高速で
走行するため危険を伴い
ます。�

［広報いいだ］2006.4.1 ��



写真2

■問合せ　観光課　10265（22）4511　内線3616

●外国チーム（8チーム）�
　・スキルシマノ（オランダ）�
　・ユニバーサルカフェ（イタリア）�
　・コニカミノルタ（南アフリカ）�
　・南オーストラリア（オーストラリア）�
　・カペック（カザフスタン）�
　・パラファーム（ホンコンチャイナ）�
　・ジャイアントアジア（チャイニーズタイペイ）�
　・フィデア（ベルギー）�
●国内チーム（8チーム）�
　・チームバン�
　・愛三工業レーシングチーム�
　・ミヤタ・スバル�
　・チームマトリックスパワータグ�
　・ユーキャン・スペシャライズド・ニッショー�
　・ブリヂストン・アンカー�
　・なるしまフレンド�
　・スミタ・ラバネロ・パールイズミ�
　※各チーム選手６人・スタッフ3人で編成しています。�

5/175/17
　ツアー・オブ・ジャパンは、1982～1995年まで開催された「国
際サイクルロードレース」を継承するもので、1996年にUCI（国
際自転車競技連合）公認のステージレースとなり、現在の名称に
変更されました。�
　全国６カ所で行われるこの国際レースが、今年も飯田市で開催
されます。世界トップレベルの走り、スピード感を、ぜひ間近で
ご体験ください。�

主催：自転車月間推進協議会／朝日新聞社�
日刊スポーツ新聞社　／テレビ朝日�

■ステージ全日程�
　○5月14日（日）　大阪ステージ�
　○5月15日（月）　奈良ステージ�
　○5月17日（水）　南信州ステージ�
　○5月19日（金）　富士ステージ�
　○5月20日（土）　伊豆ステージ�
　○5月21日（日）　東京ステージ�

レースの見どころ�

参加チーム�（全16チーム）�　ツアー・オブ・ジャパンでは、チームごとの上位3
人までの合計タイムによる順位で競うチーム戦と、一
人ひとりのトータルタイムで競う個人戦が同時に行わ
れています。�
　南信州ステージの周回数は12周、距離は150km
以上に及びます。この長いレース中、各チームは作
戦を立てて、エース選手を優勝させようと動きます。
先に飛び出して逃げを打つ選手、その独走を逃すま
いと付いていく選手、また終盤に向けて体力を温存す
る選手、その選手のサポートのためにペースメーカー
かつ風除けとして前で引っ張る選手など、パッと見た
だけではわからないところで激しい駆け引きが行われ
ているのです。�
　残念ながら、昨年の南信州ステージの覇者でシリ
ーズ総合優勝を果たしたフェリックス・カルデナス選
手が所属していたイギリスのチーム「バルロワールド・
バルジール」は今年は参加しないようですが、チー
ム総合優勝を遂げたカザフスタンのチーム「カペック」
は今年もやってきます。カペックの選手は昨年の南
信州ステージでは2～ 4位に入るなど上位入賞して
います。�
　今年が2回目となる南信州ステージ。今年はお気
に入りのチームや選手を見つけて、応援してみては
いかがでしょうか。�

ツアー･オブ･ジャパン�ツアー･オブ･ジャパン�ツアー･オブ･ジャパン�ツアー･オブ･ジャパン�ツアー･オブ･ジャパン�

南信州ステージ開催�南信州ステージ開催�南信州ステージ開催�南信州ステージ開催�南信州ステージ開催�

10th TOUR OF JAPAN10th TOUR OF JAPAN
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　３月５日、飯田文化会館で開催しました。講演会や、実

行委員の皆さんによる寸劇、それぞれの立場で取り組みを

行っている皆さんの事例発表などがありました。また、制定

された「男女共同参画推進条例」や、地域・職場・学

校・家庭での目指す姿が紹介されました。�

　２月２５日、飯田市生涯学習センター

にて飯田こども環境会議を開催。�

　市内のエコクラブ会員の小中学生約

60人が集まり、クラブ間の交流を深めて

いました。�

　身近な題材から環境を考えるエコクイ

ズやウオーターグリーン再生団（千栄小

学校３年生）の活動発表、自然を体感

するネイチャーゲームなどを行い、環境を

学習する機会となりました。�

　２月17日、飯田市と飯田市森林組合、飯伊森林組

合は、パワーアップ協定を締結しました。これにより両

組合は、４月の総会で議決を得て、12月１日に合併。

県内最大規模の森林組合が誕生します。�

わたしたちにまかせて！�
地域の未来は�

飯田市・飯伊森林組合が合併�

地域林業をパワーアップ�

エコクイズ風景�

千栄小３年生の活動発表�

寸劇「みんなで子育て」風景� 市長と握手を交わす古田芙士(左)・林和弘(右)両組合代表理事�



� 2006.4.1［広報いいだ］�

ひと� ひと�

　３月12日、松尾体育館で開催。会

場では、子どもから大人まで誰でも手

軽に参加できる「ニュースポーツ」の

体験をはじめ、実年齢と体力年齢との

比較ができる体力測定など、運動を通

じた催しが行われました。�

　集まった皆さんは、囲碁ボールやワ

ンバウンドふらば～るバレーなど、いろ

んな種目をプレーし、気持ちよく汗を流

していました。�

　３月６日、平成１７年度バイオマス利活用優良表彰に

おいて「農林水産省農村振興局長賞」を受賞しまし

た。生ゴミなどを利用した堆肥センターや、公共施設に

ペレットストーブを設置する取り組みが評価されました。�

小さなことから�１７年度バイオマス利活用優良表彰�

農村振興局長賞受賞�

市民のつどい「いま輝いて女と男」�

ニュースポーツフェスティバル�

手軽にスポーツ�

ワンバウンドふらば～るバレー風景�

囲碁ボール風景�

さいたま新都心合同庁舎にて表彰を受ける収入役�

条例と目指す姿を紹介�
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さ
く
ら
も
り�

　
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
脳
梗

塞
と
い
う
病
気
は
皆
さ
ん
よ
く

ご
存
知
で
し
ょ
う
。
心
臓
や
脳
の

血
管
に
動
脈
硬
化
に
よ
る
狭
窄

や
閉
塞
が
起
こ
り
、
血
行
が
悪
く

な
り
発
症
し
ま
す
。�

　
で
は
、
他
の
血
管
に
動
脈
硬
化

が
起
こ
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
歩
く
と
足
が
痛
く
な
り
、
休

む
と
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る

（
こ
の
よ
う
な
症
状
を
間
歇
性
跛

行
と
い
い
ま
す
）。
歳
だ
か
ら
し
ょ

う
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
実
は

足
の
血
管
に
動
脈
硬
化
に
よ
る

狭
窄
や
閉
塞
が
起
こ
る
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
と
い
う
病
気
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
病
気
の
特
徴
は
、
歩
き
続

け
れ
ば
主
に
ふ
く
ら
は
ぎ
に
痛
み

を
感
じ
、
休
め
ば
ま
た
少
し
歩
け

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
放
置
す
れ

ば
次
第
に
歩
け
る
距
離
が
短
く

な
る
こ
と
、
多
く
の
場
合
足
が
冷

え
る
と
い
う
症
状
も
伴
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
で
す
。
重
症
に
な
る
と

足
先
が
血
行
障
害
で
変
色
し
、

歩
か
な
く
て
も
足
先
に
激
痛
を

感
じ
る
に
至
り
、
壊
死
を
起
こ
せ

ば
切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。�

　
治
療
は
心
臓
の
場
合
と
同
様

に
カ
テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
管
を

血
管
に
挿
入
し
、
風
船
や
ス
テ
ン

ト
（
金
属
の
網
）
で
動
脈
硬
化
病

変
を
広
げ
て
治
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
術
に
よ
り
血
管
バ
イ
パ
ス

を
つ
く
る
治
療
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
が
難
し
い
場
合
は
、
血
管
再

生
治
療
と
い
う
新
し
い
治
療
法

も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
自
身

の
骨
髄
細
胞
か
ら
血
管
に
成
り

う
る
特
殊
な
細
胞
を
取
り
出
し

患
部
に
注
入
す
る
治
療
で
、
今

ま
で
血
行
が
な
か
っ
た
所
に
血
管

が
再
生
し
て
く
る
と
い
う
画
期
的

な
治
療
で
す
。�

　
同
じ
よ
う
な
症
状
で
腰
椎
疾

患
を
原
因
と
す
る
整
形
外
科
的

疾
患
（
馬
尾
性
間
歇
性
跛
行
）

が
あ
り
ま
す
が
、
血
管
性
か
ど
う

か
は
簡
単
な
診
察
と
検
査
で
す

ぐ
に
診
断
が
つ
き
ま
す
。�

　
こ
の
病
気
は
直
接
生
命
を
脅

か
す
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
病
気
の
方
は
予
後
が

悪
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
身

の
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
い
て
放

置
す
る
と
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
予
後
を
よ
く
す
る
に
は
、
足

の
血
管
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
心

臓
や
脳
の
血
管
の
状
態
を
検
査

し
、
必
要
な
ら
治
療
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
動
脈
硬
化

の
進
行
を
防
ぐ
治
療
が
是
非
と

も
必
要
な
の
で
す
。�

市立病院　循環器科�
山本  一 也　 医師�

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
つ
い
て�

　
桜
の
開
花
宣
言
を
耳
に
す

る
と
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ

を
感
じ
ま
す
。
南
信
州
地
域

に
は
樹
齢
3
0
0
年
以
上
と

い
わ
れ
る
桜
の
古
木
が
８０
本

ほ
ど
点
在
し
て
い
ま
す
。
当

地
域
で
は
、
こ
う
し
た
桜
の

見
頃
に
合
わ
せ
て
「
桜
守
」

と
呼
ば
れ
る
ガ
イ
ド
の
方
が

案
内
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

開
花
時
期
が
異
な
る
各
地
の

桜
を
、
時
期
を
逃
さ
ず
に
鑑

賞
で
き
ま
す
。�

　
今
年
か
ら
、
桜
守
と
一
緒
に

４０
カ
所
以
上
の
桜
を
巡
っ
た

方
を
南
信
州
の
「
桜
名
人
」

と
し
て
認
定
す
る
企
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
桜
名
人
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
は
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

鑑
賞
し
た
名
桜
の
写
真
を
ご

提
供
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ

を
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
に
し
た
Ｃ

Ｄ
が
「
デ
ジ
タ
ル
認
定
証
」

付
き
で
発
行
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
4
月
3
日
に
は
大

分
県
別
府
市
で
「
全
国
桜
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
こ
こ
に
は
市
内
８８

カ
所
の
温
泉
を
巡
っ
た
方
に

与
え
ら
れ
る
「
別
府
八
湯
温

泉
名
人
」
と
い
う
称
号
が
あ

り
ま
す
。
温
泉
名
人
は
開
始

当
初
「
年
間
数
人
出
る
か
ど

う
か
」
く
ら
い
に
予
想
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
１

週
間
ほ
ど
で
第
1
号
名
人
が

誕
生
し
、
以
後
全
国
か
ら
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ま

で
の
5
年
間
で
9
8
1
人

が
温
泉
名
人
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
南
信
州
の
「
桜
名
人
」
は
、

い
つ
頃
何
人
く
ら
い
誕
生
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。�

そ
の
16
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
Y
南
信
州
「
桜
名
人
」�

か
ん 

け
つ
せ
い  

は 

ば
　 

び
　
せ
い�

き
ょ
う
さ
く�

え
　 

し�

こ
う�

は
っ  

と
う�

TEL.0265-21-1255

TEL.0265-22-5060



� 2006.4.1［広報いいだ］�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
お
笑
い
芸
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
理

由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。�

　
一
つ
目
は
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
い
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は

お
笑
い
芸
人
を
見
て
い
る
と
、
お
も
し
ろ
く
て
楽
し
く
な
る
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
も
お
客
さ
ん
に
楽
し
く
な
っ
て
ほ
し

い
か
ら
で
す
。�

　
最
初
は
売
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
が
ん
ば
っ
て
売

れ
た
い
で
す
。
ぼ
く
に
は
い
い
か
げ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
気
を
つ
け
た
い
で
す
。�

ぼ
く
の
夢�

保育園民営化の意義�

　平成15年度から２年連続で10人未満
となることから始まった、千栄保育園
の問題は、基本財産１千万円を千代地
区民１戸１万円と篤志寄付により集
め、社会福祉法人を設立して千代保育
園を民営化し、千栄を分園として存続
させることに決定した。�
　昨年の11月１日には社会福祉法人を
設立、千代保育園の経営が市から移管
され、この４月１日には千栄保育園が
市から移管され、千栄分園として新た
に発足することとなった。�

　豊かな自然と触れ合い、地域の人が
関わりながら千代の良さを学び「感性
豊かで、心身共にたくましい」子ども
を育てる。地元で育てた安全な食材を
使った給食を提供し食育を行う。この
２つが保育の目標であるが、２月中旬
には東京都三鷹市の保育室長が来園、
地元食材を使っての給食を参観し、ぜ
ひ姉妹園を結びたいとの申出があっ
た。３月には長野短大の教授が来園、
ゼミの学生を連れてきて学習させたい
との要望があった。�
　経営移管されたということは、運営
費に制限はあるが、経営が自由になっ
たということである。魅力ある保育園
作りはこれからであり、夢は広がる。�

千代しゃくなげの会�

北澤　三彦さん�

感動したこと�

　最近、いろいろな事件があり、大人

も子どもも、家に居ても外に居ても、

危険にさらされ安心して生活できない

世の中。先日、子どもたちを守るお便

りの中に「犬の散歩、畑仕事は、なる

べく子どもたちの下校時にしてもらえ

たら」そんなお便りがありました。�

　下校時に、通学路を愛犬と散歩しま

した。男の子に「お帰り」と声を掛けたら、学校の教育なの

か無視されてしまいました。女の子がみえました。笑顔で

「ただいまー」大きな声で挨拶してくれました。私も思わず

笑顔で「お帰り、気を付けて帰りなんよ」と答え、心の中が

温かくなり、嬉しくなりました。今の世の中、どちらが良い

かわかりませんが、私は、心が温かくなり、嬉しい世の中が

久保田　修子さん（座光寺）�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで語
っていただき、�
次の方にバトンタッチする「リ
レートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

く� ぼ�た�なお�き�

久保田直樹 さん�
（竜丘小6年）�

先月の岡島浩子 さん（下久堅）からのリレー�きた�さわ� かず�ひこ�

た�ぼ�く� しゅう�こ�
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の�

バ
ス
旅
行
開
催�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の�

開
設
説
明
会�

介
護
保
険�

支
給
制
度
の
変
更�

麻
し
ん
・
風
し
ん
の�

予
防
接
種
変
更
に
つ
い
て�

����

　
も
う
一
方
の
予
防
接
種
を
受

　
け
て
い
な
い
方�

※
こ
れ
以
外
の
方
が
麻
し
ん
・

　
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
接

　
種
を
行
う
場
合
の
費
用
は
全

　
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。�

▼
接
種
手
続
き�

　
保
健
課
健
康
推
進
係
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

　
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を�

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
保
健
課
　
健
康
推
進
係
　
　�

　
内
線
５
５
１
１�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.city.iida.nagano.�

　jp/guide/annai/401.htm
l�

���

　
介
護
保
険
制
度
の
変
更
に
伴

い
、
次
の
２
つ
の
支
給
制
度
に

つ
い
て
要
件
や
申
請
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。�

▼
福
祉
用
具
購
入
費
支
給
制
度

　
の
変
更�

　
４
月
１
日
購
入
分
か
ら
、
県�

����

　
が
指
定
す
る
「
特
定
福
祉
用

　
具
販
売
店
」
で
福
祉
用
具
を

　
購
入
し
た
場
合
に
限
り
、
購

　
入
費
を
支
給
す
る
制
度
に
変

　
わ
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
て
い

　
な
い
販
売
店
で
「
腰
か
け
便

　
座
」
や
「
入
浴
補
助
用
具
」
な

　
ど
の
特
定
福
祉
用
具
を
購
入

　
し
て
も
、
購
入
費
支
給
の
対

　
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。�

※
福
祉
用
具
販
売
店
に
つ
い
て

　
は
市
介
護
高
齢
課
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
住
宅
改
修
費
支
給
制
度
の
変

　
更�

　
４
月
１
日
着
工
分
か
ら
、
介

　
護
保
険
住
宅
改
修
に
事
前
審

　
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
事
前
審
査
を
行
っ
て
い
な
い

　
と
、
住
宅
改
修
費
の
支
給
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

　
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。�

※
事
前
審
査
に
必
要
な
書
類
は
、

　
り
ん
ご
庁
舎
介
護
高
齢
課
、

　
市
役
所
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
る
か
、�

����

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
保
険
係�

　
内
線
５
３
９
３�

���

　
名
古
屋
港
水
族
館
と
セ
ン
ト

レ
ア
を
見
学
す
る
バ
ス
旅
行
を

開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
３
歳
以

　
上
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
ひ

　
と
り
親
家
庭
な
ど�

▼
日
時
　�

　
５
月
７
日
a�

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時
　�

▼
参
加
費�

○
大
　
人
　
３
、
５
０
０
円�

○
中
高
生
　
２
、
５
０
０
円�

○
小
学
生
　
１
、
５
０
０
円�

○
３
歳
〜
就
学
前
の
幼
児�

　
　
　
　
　
１
、
０
０
０
円�

▼
定
員�

　
１
２
０
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切�

　
４
月
２０
日
e

����

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
児
童
課
　
家
庭
係
　
　
　
　

　
内
線
５
３
４
７�

���

▼
対
象�

　
来
年
３
月
ま
で
に
、
高
齢
者

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
宅
幼
老

　
所
、
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ

　
ー
ム
な
ど
の
小
規
模
特
定
施

　
設
、
小
規
模
多
機
能
居
宅
介

　
護
事
業
所
の
開
設
を
考
え
て

　
い
る
方�

▼
日
時�

　
４
月
２５
日
c�

　
午
前
１０
時
〜
１１
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎�

　
３
階
会
議
室�

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
宅
幼
老
所
を

　
開
設
す
る
場
合
に
は
、
補
助

　
金
が
交
付
さ
れ
る
場
合
も
あ

　
り
ま
す
。
詳
細
は
当
日
ご
説

　
明
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
保
険
係�

　
内
線
５
３
９
１�

�����������

　
広
報
い
い
だ
１２
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
４
月
か
ら
、

麻
し
ん（
は
し
か
）と
風
し
ん
の

予
防
接
種
方
法
が
麻
し
ん
・
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接

種
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
の
方

を
対
象
に
、
保
護
者
が
麻
し
ん
・

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
希
望
す
る
と
き
に
は
、
市
が

費
用
を
負
担
し
て
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。�

▼
対
象�

　
４
月
１
日
以
降
に
１
歳
以
上

　
２
歳
未
満
と
な
り
、
次
の
い

　
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も�

○
３
月
３１
日
ま
で
に
麻
し
ん
・

　
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
一
方
の

　
予
防
接
種
を
受
け
た
方�

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
い
ず
れ

　
か
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、�
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動
物
園�

春
の
写
生
大
会�

・・・・�

・・・・�

・・・・�

詳細は、市ホームページ、市役所企画課・各支所・自治振興センター、公民館でご覧いただけます。�
■問合せ　企画課　1 0265（22）4511　内線2226

　第５次基本構想・基本計画策定を目指す「市民検討会議」の
進捗情報を、月に１回報告します。�
　今回は、第５次基本構想・基本計画の策定の特徴と策定後の
進行管理について報告します。�

★策定の特徴と策定後の進行管理�

　今回策定の第5次基本構想・基本計画は、単に
行政だけの執行計画ではなく、多様な主体との協
働による執行計画と位置付け、市民の皆さんが担
うこと、行政が担うことなどそれぞれの役割を明
確にし、計画の実行段階では、それぞれの目標達
成に向けて市民の皆さんと行政が共に取り組んで
いきます。�

　具体的には、その計画期間に達成すべき施策の
目標を協働で設定し、その達成度合いについて、
現在導入を進めている行政評価システムにより進
行管理を行っていくものです。常にその目標に対
して成果はどうであったかを市民の皆さんと評価・
検証しながら次年度への展開に反映させていくも
のです。�
　このことにより、単なる行政の執行計画ではな
く、新たな飯田市づくりのための市民と行政の執
行計画となります。�

協
働�

事
務
事
業
①�

施
策�

政策Ａ� 政策Ｂ�

施
策�

施
策�

施
策�

計
画
決
定�

事
務
事
業
②�

事
務
事
業
③�

事
務
事
業
④�

事
務
事
業
⑤�

事
務
事
業
⑥�

事
務
事
業
⑦�

事
務
事
業
⑧�

横断的な課題への対応�

各政策の�
目標�

結果公表�

各施策の�
目標値�

各事務事業の�
目標値�

計画期間に達成すべき施策目標を�
市民と行政が一緒に検討する�

・市民が行うこと�
・行政が行うこと�

市民が主体的に�
担うこと（目標設定）�

行政が主体的に�
担うこと（目標設定）�

Ｄｏ�（実行）� Ｓｅｅ�
（市民と行政による�
成果の把握評価）�

Ｐｌａｎ�
（次年度の展開へ反映）�

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
　0265（22）0416

4月 3 日b◆10日b�
　◆17日b◆24日b
◆28日f　　　　
5月 8 日b◆10日d

���
▼
対
象
　�

　
園
児
、
小
・
中
学
生�

▼
日
時
　
４
月
２３
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

※
雨
天
の
場
合
は
２９
日
-�

▼
場
所
　
動
物
園�

▼
画
材
　
自
由
（
油
絵
は
除
く
）�

※
当
日
配
布
す
る
４
つ
切
り
画

　
用
紙
を
使
用
し
、
写
生
用
具

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
賞
　
特
選
３２
点
ほ
か�

　
特
選
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
へ
出

　
品
参
加
し
ま
す
。�

▼
そ
の
他
　
作
品
に
は
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
園
・
学
校
名
、

　
学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

　
ま
せ
ん
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
動
物
園�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
４
１
６�
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
園
オ
ー
プ
ン

　
4
月
22
日
g
オ
ー
プ
ン
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
園
は
、
ア
フ
リ
カ

園
、
極
地
動
物
館
と
同
様
に
、
そ

の
地
域
に
住
む
動
物
を
集
め
た
地

域
別
展
示
を
行
う
エ
リ
ア
で
す
。�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
園
に
は
放
飼

場
と
パ
ル
マ
ワ
ラ
ビ
ー
舎
が
あ
り

ま
す
。
放
飼
場
に
は
ク
ロ
カ
ン
ガ

ル
ー
、
エ
ミ
ュ
ー
、
ケ
ナ
ガ
ワ
ラ

ル
ー
が
い
て
、
放
飼
場
の
上
を
横

断
す
る
観
覧
デ
ッ
キ
や
放
飼
場
を

見
下
ろ
す
屋
根
付
き
の
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
動
物
た
ち

が
間
近
に
見
え
、
迫
力
満
点
で

す
。
パ
ル
マ
ワ
ラ
ビ
ー
舎
か
ら

は
、
最
も
小
さ
な
カ
ン
ガ
ル
ー
の

仲
間
で
あ
る
パ
ル
マ
ワ
ラ
ビ
ー
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

愛
・
地
球
博
の
マ
ン
モ
ス
を
展
示

　
豊
橋
総
合
動
植
物
公
園
の
ん
ほ
い
パ

ー
ク
内
の
自
然
史
博
物
館
で
は
、
愛
・

地
球
博
で
話
題
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
連
邦

サ
ハ
共
和
国
の
永
久
凍
土
層
か
ら
発
掘

さ
れ
た
「
ユ
カ
ギ
ル
マ
ン
モ
ス
」
を
展

示
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
４
月
８
日
g
〜
６
月
18
日
a�

　
午
前
　
９
時
〜
午
後
４
時
30
分�

　（
月
曜
休
館
・
５
月
１
日
は
開
館
）�

▼
入
場
料�

　（
総
合
動
植
物
公
園
と
セ
ッ
ト
料
金
）�

　
大
人
　
　
　
　
１
、
２
０
０
円�

　
小
・
中
学
生
　
　
　
７
０
０
円�

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園�

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
へ
遊
び
に
行
こ
う
！�

三
市
合
同
企
画
第
四
十
八
回�

★豊橋総合動植物公園のんほいパーク�
　開　園　午前9時～午後4時30分（入園午後４時まで）�
　休園日　月曜日（月曜日が祝・休日の場合翌火曜日）�
　入園料　大人600円、小・中学生100円�
　交　通　ＪＲ東海道線二川駅から徒歩6分、�
　　　　　無料駐車場1700台�
■問合せ　総合動植物公園　10532（41）2185�
　　　　　自然史博物館　　10532（41）4747

■問合せ　児童課　家庭係　10265（22）4511　内線5346

支給対象年齢の変更��
　小学3年生まで→小学6年生（注）までに拡大�
　　　　　　　　　（注：12歳到達後最初の年度末）�
　→新５年生、新６年生の保護者の方は、支給　
　対象になる可能性があります。�
�
支給対象所得制限の変更��
　下表のとおり、支給対象となる所得の限度
額が引き上げられました。�

受給手続について��
　新たに対象となる方は、市役所市民課、りんご
庁舎２階市民証明コーナー・各支所・自治振興
センターで手続きしてください。�

※養育している子どもすべてが新４年生以下で、
昨年度児童手当を受給していた方は、手続きの
必要がありません。�

※昨年度飯田市から児童手当を受けていた方で、
新５年生・新６年生を養育している方は、額改
定認定請求書（市役所市民課ほかで受け取り）
を提出してください。（毎年6月に提出していた
だく現況届では、額の改定ができません）�

�
手続きに必要なもの��
○金融機関などの預金口座番号（振込みのため）�
○厚生年金等加入者は健康保険被保険者証の写し�
　（国民年金加入者は必要ありません）�
※平成17年１月１日以降に飯田市に住所変更され
た方は、このほかに児童手当用の所得証明書が
必要になりますのでお問い合わせください。�

�
手続の期限　平成18年９月30日��
　今回の変更に関する手当は、９月30日までの申
請については４月１日（または支給要件に該当
した日）にさかのぼって支給されます。期限後は、
申請の翌月分からの支給となります。�

扶養親族等の数�

０人�

１人�

２人�

３人�

４人�

５人�

国民年金加入者

460�

498�

536�

574�

612�

650

厚生年金等加入者�

532�

570�

608�

646�

684�

722

児童手当所得制限限度額表� （単位：万円）�

支給月額（変更なし）��
　第１子　5,000円�
　第２子　5,000円�
　第３子以降　10,000円�

※１月～５月分は平成16年分の所得額、6月分から
は平成17年分の所得額が適用されます。�

※所得限度額は目安です。税法上の控除項目に準じた
上限額の加算がありますので、詳細はお問い合わ
せください。�

C○SIRI CV
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産業振興支援室に　　「人材誘導担当」を新設�

美術博物館に　　「自然分野担当」を新設�

図書館に　　「ビジネス支援担当」を新設�
（図書館の「分館整備担当」は廃止）�

新�

新�

新�

Ｉ・Ｕターンなど人材誘
導を担当する総合窓口を
設置します（内線3512）�

2階から移動しました�
（内線3131～3136）�

上記の組織改正により、
職場を拡張しました�
（内線2431～2439）�

3階から移動しました�
（内線2251～2253）�

■問合せ　人事課　人事係　10265(22)4511　内線3131

　喫緊の課題に対応するため、４月１日から市役所の組織を一部変更し、それに
伴い庁舎のレイアウトを一部変更します。�

危機管理体
制の充実�

経済活性化
プログラム
の推進�

自然分野の
調査研究体
制の強化�

名称変更�

危機管理部

危機管理係　消防団係�

介護高齢課�
基幹型在宅介護�
支援センター�

図書館�
奉仕係�

介護高齢課�
基幹包括�
支援センター�

図書館�
情報サービス係�

総務部（一部）

交通防災課�
交通安全係　防災係�
暴力追放対策室�

危機管理部

　  防災交通課�
危機管理係　防災係�
交通安全係　消防団係�
暴力追放対策室�

危機管理部・総務部などに
分散していた市の危機管理
部門を一元化します。�
日赤奉仕団に関する事務を
危機管理部に移管します。�

企業が求める人材を飯田へ
積極的に誘導し、地域定着
までを支援します。�

図書館の持つ情報資料を地
域産業に役立てます。�

美術博物館の自然分野の調
査研究や資料収集などの活
動体制を充実します。�

法律の改正に伴う名称変更�

分かりやすい名称に変更�

統合�

3階�

2階�

階段階段�

階段階段�

階段�

階段�

（西側）�

結いターン�
キャリアデザイン室�

人事課�

危機管理部�

土地利用計画係�

新�
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平成18年度市税等納期の一覧�

市

県

民

税

�

軽

自

動

車

税

�

固

定

資

産

税

�

国
民
健
康
保
険
税�

介

護

保

険

料

�

農
集
排
使
用
料�

下
水
道
使
用
料�

水

道

料

金

�

Ａ地区�

（口座振替日）�

Ｂ地区�

【上下水道の検針地区】�

納 期 限 �

税金・料金は納期限までに納めましょう� ■問合せ　税・保険料関係　納　税　課　内線5151�
　　　　　上下水道料関係　水道業務課　内線5256

4 月�
5 月�
6 月�
7 月�
8 月�
9 月�
10月�
11月�
12月�
1 月�
2 月�
3 月�

5 月 1 日（月）�

5 月31日（水）�

6 月30日（金）�

7 月31日（月）�

8 月31日（木）�

10月 2 日（月）�

10月31日（火）�

11月30日（木）�

12月26日（火）�

1 月31日（水）�

2 月28日（水）�

4 月 2 日（月）�

�

1期�

�

2期�

�

�

�

�

3期�

�

4期�

�

1期�

�

4月納付分�

5月納付分�

6月納付分�

7月納付分�

8月納付分�

9月納付分�

10月納付分�

11月納付分�

12月納付分�

1月納付分�

2月納付分�

3月納付分�

�

4月�

�

6月�

�

8月�

�

10月�

�

12月�

�

2月�

3月�

�

5月�

�

7月�

�

9月�

�

11月�

�

1月�

�

�

�

1期�

�

2期�

�

3期�

�

�

4期�

月検針分� 月検針分�

A地区…旧市・座光寺・下久堅（知久平を除く）・上久堅・千代・龍江・伊豆木・山本（久米を除く）・沢城・上村・南信濃�
B地区…松尾・知久平・竜丘・川路・立石・下瀬・久米・伊賀良（沢城を除く）・鼎・上郷�

税
金
・
料
金�納

　
期
　
月�

納めませんか�住
み
や
す
い
　�

　
　
未
来
の
た
め
に�

　
　
　
　
　
　
税
金
を�

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
作
品
か
ら�

※
12
月
の
納
期
限
は
通
常
月
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

・指定した預金口座から、自動的に払い込まれます。�
・納期のたびに金融機関等へ行く必要がありません。�
・一度手続きをすれば、毎年継続されます。�
・納付確認は、通帳記帳によりできます。�

・預金口座のある金融機関で行ってください。�
・必要なもの　　預貯金通帳、届出印、市税等の納付書�

・八十二銀行　　　・長野県労働金庫�
・長野銀行　　　　・みなみ信州農業協同組合�
・飯田信用金庫　　・下伊那園芸農業協同組合�
・長野県信用組合　・郵便局　　　　　　　　　以上の本支店�

・口座の預金が不足していますと振替が出来ません。�
・振替口座を変更される場合は、変更後の口座のある金融機関で
　手続きを行ってください。�
・口座振替の開始は手続きした翌月からになります。�

こんなに便利�
�
�
�
申し込み手続き�
�

取扱金融機関�
�
�
�

口座振替の注意�

口座振替で�便利な�
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中
国
語
窓
口
臨
時
職
員�

飯
田
ま
つ
り
参
加
者
、�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ�

男
女
共
同
参
画�

推
進
委
員
会
委
員�

4月の納税�

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税(4月分)

5月1日(月)

▼
応
募
方
法�

　
所
定
の
申
込
書
と
次
の
テ
ー

　
マ
で
１
、
０
０
０
字
以
内
に

　
ま
と
め
た
作
文
（
様
式
任
意
）

　
を
男
女
共
同
参
画
課
に
提
出
。�

※
申
込
書
は
男
女
共
同
参
画
課

　
で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
作
文
の
テ
ー
マ�

　
「
男
女
共
同
参
画
計
画
に
盛

　
り
込
み
た
い
事
項
」�

▼
応
募
締
切
　
５
月
１５
日
b�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。�

▼
選
考
結
果
発
表�

　
応
募
さ
れ
た
方
に
、
５
月
下

　
旬
に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�
���

　
８
月
５
日
g
に
開
催
す
る�

「
飯
田
ま
つ
り
」の
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
者
と
、
ま
つ
り
の

企
画
運
営
に
市
民
事
務
局
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。�

　
皆
さ
ん
の
力
で
、
ま
つ
り
に

新
し
い
盛
り
上
が
り
を
創
り
だ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
飯
田
ま
つ
り
参
加
者
募
集�

○
募
集
内
容�

・
り
ん
ご
ん
踊
り
参
加
者�

・
ふ
れ
あ
い
ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン

　
２
０
０
６
イ
ベ
ン
ト
実
施
者�

※
ふ
れ
あ
い
ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン

　
は
、
飯
田
ま
つ
り
の
昼
間
に

　
歩
行
者
天
国
内
で
行
う
イ
ベ

　
ン
ト
の
総
称
で
す
。
日
頃
の

　
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
意

　
欲
あ
る
皆
さ
ん
の
申
込
を
お

　
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

○
応
募
締
切�

・
り
ん
ご
ん
踊
り
参
加
者�

　
５
月
３１
日
d�

・
ふ
れ
あ
い
ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン�

　
５
月
１９
日
f
　�

※
詳
細
は
観
光
課
に
お
問
い
合

　
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募

　
集�

○
対
象�

　
１８
歳
以
上
の
方
で
、
平
日
夜

　
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

　
で
き
る
方�

○
活
動
内
容�

　
飯
田
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
企

　
画
・
調
整
や
当
日
の
運
営
を�

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
応
募
締
切�

　
５
月
１０
日
d�

※
希
望
が
あ
れ
ば
締
切
に
か
か

　
わ
ら
ず
受
け
付
け
ま
す
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
　�

　
観
光
課
　
観
光
係
　�

　
内
線
３
６
１
１�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　

　http://w
w
w
.city.iida.nagano.�

　jp/ii-m
aturi/�

���

　
市
で
は
６
月
か
ら
、
中
国
語

対
応
の
窓
口
を
設
置
し
、
中
国

語
で
の
相
談
業
務
や
、
市
の
手

続
き
を
す
る
際
の
通
訳
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
人
数
　
１
人
　�

▼
応
募
資
格�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
１８
歳
以

　
上
の
方（
学
生
は
除
く
）で
、

　
日
本
語
と
中
国
語
の
通
訳
・

　
翻
訳
業
務
が
で
き
る
方
。�

※
外
国
籍
の
方
は
、
外
国
人
登

　
録
を
し
て
い
る
方
と
し
ま
す
。�

▼
勤
務
内
容�

　
外
国
人
総
合
相
談
窓
口
に
お

　
け
る
通
訳
・
翻
訳
・
相
談
業
務

※
外
国
籍
の
方
の
個
別
訪
問
な�

　
ど
に
同
行
い
た
だ
く
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。�

▼
勤
務
時
間�

　
半
日
ず
つ
週
に
２
回�

　（
週
８
時
間
）�

▼
採
用
予
定
日
　
６
月
１
日�

▼
給
与�

　
飯
田
市
臨
時
職
員
及
び
非
常

　
勤
職
員
処
遇
規
定
に
よ
る
。

　
時
給
７
９
０
円
。
　�

▼
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

　（
写
真
貼
付
）を
男
女
共
同
参

　
画
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
応
募
締
切�

　
５
月
２
日
c
（
必
着
）�

▼
応
募
先
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
多
文
化
共
生
担
当�

　
内
線
５
３
５
１�

�������

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

し
て
調
査
・
審
議
し
て
い
た
だ 

く
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

　
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
調
査
・

審
議
の
ほ
か
、
第
４
次
男
女
共

同
参
画
計
画
の
策
定
に
も
関
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
１８
歳
以

　
上
の
方
で
、
平
日
に
開
催
す

　
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方�

▼
任
期
（
２
年
）�

　
６
月
〜
平
成
２０
年
６
月
ま
で�

▼
募
集
人
数
　
若
干
人�

※
委
員
の
男
女
比
率
に
つ
い
て

　
は
条
例
で
「
男
女
の
い
ず
れ

　
か
一
方
の
数
は
、
委
員
総
数

　
の
１０
分
の
４
未
満
で
あ
っ
て

　
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ

　
て
い
る
た
め
、
男
女
比
を
考

　
慮
し
て
選
考
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。�

▼
報
酬
な
ど
　
規
定
に
よ
る
委

　
員
報
酬
、
旅
費
を
支
給�
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
「
高
齢
者
が
健

や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
各
種
の
取
り

組
み
を
示
し
た
計
画
で
す
。
こ
の
度
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
見

直
し
と
、
認
知
症
高
齢
者
や
介
護
者
の
支
援
の
充
実
な
ど
を
盛
り
込

み
、
平
成
20
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
計
画
の
目
標
と
見
直
し
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
（http

://w
w
w
.city.iid

a.nag
ano
.jp
/kaig

o
ko
urei/

）�

健脚大学風景�健脚大学風景�

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
創
設�

�

　
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
や
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
、
身
近
な
地
域
で
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。�

▼
サ
ー
ビ
ス
の
種
類�

○
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム�

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護�

○
定
員
29
人
以
下
の
介
護
専
用
特
定
施

設
（
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）

で
の
生
活
介
護�

○
定
員
29
人
以
下
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
の
生
活
介
護�

○
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護�

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護�

※
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
「
通
い
」

を
中
心
に
「
訪
問
介
護
」「
泊
ま
り
」
を
組

み
合
わ
せ
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。�

　
介
護
予
防
教
室
の
充
実�

�

　
健
脚
大
学
、
特
定
高
齢
者
介
護
予
防

教
室
、
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
介
護

予
防
の
た
め
の
事
業
を
充
実
し
ま
す
。�

○
健
脚
大
学�

　
高
齢
者
の
転
倒
予
防
教
室
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
運
動
・
筋
力
づ
く
り
運
動
を

中
心
に
、
転
ば
な
い
体
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
す
で
に
修
了
し
た
教
室

も
継
続
で
き
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。�

○
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
教
室�

　
健
診
な
ど
に
よ
り
、
要
支
援
・
要
介

護
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た

方
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。
手
や

足
な
ど
運
動
器
の
機
能
・
口
の
中
の

健
康
の
維
持
・
向
上
、
食
生
活
改
善

の
教
室
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
開
催
し
ま
す
。�

　
認
知
症
高
齢
者
の
支
援
と�

　
介
護
者
の
支
援�

�

　
認
知
症
は
個
人
差
が
大
き
く
、
病
状

が
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
た
め
、
介
護

方
法
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
症
状
に
合

わ
せ
て
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

▼
支
援
の
内
容�

○
「
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業
（
認
知

症
介
護
の
学
習
会
を
含
む
）
」
「
成
年

後
見
人
制
度
利
用
推
進
」
な
ど
、
介

護
者
や
支
援
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行

い
ま
す
。�

○
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
利
用

し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
を
高
め
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。�

○
認
知
症
に
対
す
る
周
囲
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
認
知
症
と
な
っ
て

も
地
域
で
普
通
に
生
活
を
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。�
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平
成
18
〜
20
年
度
の�

介

護

保

険

料

は

�

所
得
に
よ
り
７
段
階
と
な
り
ま
す�

0265（53）3180さんとぴあ飯田２階（東栄町）�いいだ地域包括�
支 援 セ ン タ ー �

橋北、橋南、羽場、丸山、
東野、上郷、座光寺�

電話設置場所担当地区

0265（27）6052かわじ在宅介護支援センター併設�かわじ地域包括�
支 援 セ ン タ ー �

松尾、下久堅、上久堅、竜丘、
川路、三穂、龍江、千代�

0265（21）7120健和会病院１階（鼎中平）�かなえ地域包括�
支 援 セ ン タ ー � 鼎、伊賀良、山本�

0260（34）2461南信濃在宅介護支援センター併設�南信濃地域包括�
支 援 セ ン タ ー � 上村、南信濃�

所得段階と対象者と介護保険料の額

名称

第１段階�

所得段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

第６段階�

生活保護を受けている方、�
世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受給している方�

世帯全員が市民税非課税で、�
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方�

世帯全員が市民税非課税で、第1・２段階以外の方�

本人が市民税非課税で同居の世帯員の中に市民税課税者がいる方�

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満の方�

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上500万円未満の方�

第７段階�

×0.35

× 0.5

× 0.75

3,960円�
基準額�

×1.25

× 1.5

× 1.75

16,630

23,760

35,640

47,520

59,400

71,280

83,160本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上の方�

基準額に�
対する率�

年額（円）�対　象　者�

基
準
保
険
料
は
３
、
９
６
０
円�

介
護
費
用
負
担
の
仕
組
み�

収
入
の
少
な
い
方
に
配
慮
し
ま
し
た�

税
制
改
正
の
影
響
と
激
変
緩
和
措
置�

　
平
成
18
〜
20
年
度
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
を

３
、
９
６
０
円
（
年
額
４
７
、
５
２
０
円
）
と
し

ま
し
た
。
介
護
を
受
け
る
方
の
増
加
に
よ
る
対
応

と
、
新
た
に
始
め
る
介
護
予
防
事
業
を
行
う
た
め

の
保
険
料
の
改
定
で
す
。�

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
19
％
を
65
歳
以
上
の
方
が
、
31
％
を
40
〜
64
歳

の
方
が
負
担
し
ま
す
。
残
り
の
50
％
は
国
、
県
、

市
で
負
担
し
ま
す
。�

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
の
方
の
区
分
を
細
分
化
し
、
収
入
の
少
な
い
方

の
保
険
料
負
担
を
少
な
く
し
ま
し
た
。�

※
所
得
区
分
に
よ
る
保
険
料
は
、
前
年
の
収
入
な

　
ど
に
よ
り
下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。�

　
平
成
17
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
前
年
と
同
じ

収
入
で
あ
っ
て
も
、
所
得
段
階
区
分
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
市
民
税
経
過
措
置
対
象
者
本
人

と
、
そ
の
対
象
者
の
影
響
に
よ
り
所
得
段
階
区
分

が
変
更
と
な
る
方
に
は
、
保
険
料
の
激
変
緩
和
措

置
を
と
り
ま
す
。（
対
象
者
は
市
で
確
認
す
る
た
め
、

申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
拡
大�

　
介
護
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
や
、
現

金
、
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
険
料
が
天
引
き
で
き
る
年
金
の
種
類
が
増
え
、

10
月
か
ら
は
、
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金
も
天
引

き
の
対
象
に
な
り
ま
す
。�

地
域
包
括�

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設�

�
　
４
月
か
ら
市
内
４
カ
所
に
新

た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。（
下
表
）�

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
に
支
援
・
援
助
を
行

い
ま
す
。�

▼
業
務
の
内
容�

○
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ

た
方
と
介
護
予
防
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
介
護
予

防
計
画
の
作
成
と
、
定
期
的

な
評
価
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。�

○
こ
れ
ま
で
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
引
き
継

い
で
、
地
域
に
お
け
る
各
種

相
談
や
権
利
擁
護
業
務
を
行

い
ま
す
。（
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
と
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
）�

○
処
遇
困
難
な
場
合
な
ど
、
長

期
継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
支
援
を
行
い
ま
す
。�

※
次
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
引

き
続
き
相
談
窓
口
を
担
当
し

ま
す
。
な
お
、
訪
問
な
ど
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

行
い
ま
す
。�

・
上
郷
・
座
光
寺
地
区
（
上
郷

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）�

・
松
尾
・
下
久
堅
・
上
久
堅
地

区
（
市
立
病
院
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
）�
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　13:30～ 15:00�
　集合場所：なかまの館�
▼もんどり（魚取り）�
　４月22日（土）�
　おしぼら池にすんでいる魚を
　つかまえて調べてみよう！�
▼秘密基地づくり②�
　４月23日（日）�
▼オリエンテーリング�
　４月29日（祝）�
　10:00～ 12:00、13:30～ 15:00�
　100 問のクイズのうち、いく
　つ探して解けるかな？�

かわらんべ
天竜川総合学習館�

■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

（対象 /小学３年生以上、事前申込必要、筆記用具持参）�
★基本時間　9:00～ 11:00

　10:30～ 13:00�
　材料費100円～150円�
▼よもぎだんご�
　４月16日（日）�
　※30人分限定�
▼窯焼きピザ（トマトソース）
　４月30日（日）�
　※以下すべて40人分限定�
▼焼きおにぎり�
　５月２日（火）�
▼ナン＆カレー�
　５月３日（祝）�
▼五平もち�
　５月４日（祝）�
▼おもちおしるこ�
　５月６日（土）�
▼窯焼きピザ（カレー味）�
　５月７日（日）�

　この他にも大小さまざまな
　イベントをご用意しています。�

�
　４月29日（祝）　10:00～12:00�
　集合場所：なかまの館�
園内の竹林を親子でタケノコ掘り。
炭焼窯ってどんなもの？竹炭の
焼き方などを学びます。�

�
　４月23日（日）～５月７日（日）�
　場所：どうぶつふれあい広場�
木曽馬とふれあってみよう！希
望者はえさやり、ブラッシング
などもできます。５月５日（祝）
は乗馬体験もできるよ！�

��
　21ページの春のイベント情報
をご覧ください。�

　10:00～ 12:00、�
　13:30～ 15:00�
　集合場所：風の回廊�
▼大きなシャボン玉づくり�
　５月７日（日）�
　大きなしゃぼん玉をたくさん
　青空へとばしてみよう！�

４月15日（土）　持ち物：水筒�
�

４月20日（木）�
�

４月22日（土）　持ち物：水筒、帽子�
�

（成人講座）�
４月26日（水）　持ち物：カメラ、飲み物�
�

４月29日（祝）　9:00～ 11:30�
持ち物：双眼鏡、弁当、水筒�
�

５月２日（火）　19:00～ 21:00�
�

（成人講座）�
５月10日（水）　持ち物：カメラ、飲み物�

５月６日（土）　9:00～ 12:30（事前申込必要）�
集合：かわらんべ　持ち物：弁当、水筒�
講師：木の実の会の皆さん�

対象 /小学３年生以上�

　春の水辺の楽校に生えている野草を摘んで、調理
してみましょう。できたて・手作りの摘み草料理は
どんな味がするのかな？�

↑じょうずにできる
　かな？�

←野草を使った料理
　の数々�
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飯田市標準小作料（４月１日から適用）�

概ね収量600㎏未満
の地力�

概ね収量600㎏以上
の地力を有する�

上記以外の田�
（耕作条件が悪いか、山間地、谷地田）�

大型農機具の使用
は難しいが、道路、
地形とも比較的条
件がよく�

大型農機具使用可能�
概ね収量600㎏未満の地力�

大型農機具使用可能�
概ね収量600㎏以上の地力を有する�

区分�

１�

２�

３�

４�

５�

区分の基準� 小作料標準額�

14,000�

13,000�

12,000�

8,000�

2,000

参考�

ほ
場
整
備
済�

ほ
場
未
整
備�

飯田市全域の　　　　　　　　　　中田�

区分１と同じ参考地域の　　　　　上田�

概ね　山本・三穂・川路・下久堅・�
　　　上久堅・龍江・千代の　　　上田�

概ね　飯田・座光寺・上郷・伊賀良・�
　　　鼎・竜丘・松尾等の　　　最上田�

単位：円（10アール当たりの年額）�【田】�

【畑】�

基準及び参考�
こ
れ
に
準
ず
る
畑

ほ
場
整
備
済
又
は�

ほ
場
未
整
備�

平坦地の生産力が高い農地（飯田・座光寺・
上郷・伊賀良・鼎・竜丘・松尾のうち標高
概ね600ｍ未満 )　　　　　　　　最上畑�

上記以外の農地�
（耕作条件の悪い農地）�

山間地に準ずる標高概ね600ｍ以上のうち
道路、地形とも条件の良い農地　　　中畑�

市内全域のうち、区分１以外の農地�
　　　　　　　　　　　　　　　上畑�
平坦地で生産力の高い道路条件の良い標高
概ね 600ｍ未満の農地（参考地域は区分１
と同じ）　　　　　　　　　　　　　上畑�

茶�

耕
作
条
件
の
良
い
農
地�

い
農
地

件
の
悪

耕
作
条�

8,000

3,000

りんご�
なし�

単位：円（10アール当たりの年額）�

○新規の樹園地については、収穫量に応じ、成木園になるまでの間、当事者間で決めてください。�
○施設園芸については、水稲の小作料標準額を基準に、当事者双方で協議のうえ決めてください。�
○標準小作料の30％を超えた場合には、農業委員会は当事者に対し小作料の減額を勧告することができます。�
○小作料の変更は、当事者双方で協議のうえ変更契約することになっていますが、変更契約等でご相談がある場合
は、地区の農業委員又は農業委員会事務局にご連絡ください。�■問合せ　農業委員会事務局　10265（21）3219

市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月１１日（火）�
１３:００～１６:００�

４月２８日（金）�
５月１２日（金）�
１３:３０～１６:００�

４月９日（日）�
４月１６日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月１８日（火）�
１３：３０～１６：３０�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

４月１４日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０
（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語相談� 男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�

消 費 者 相 談 �

高齢者福祉相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

りんご庁舎２階�

男女共同参画課
内線５３５２�

介護高齢課�
内線５３８４�
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○プレゼント�

○体験コーナー�

○ステージ�

４/30

４/22

会場：四季の広場（雨天：丸山小学校体育館）�
時間：午前10時～午後３時�
○パン焼き（炭火焼きひとくちパン）　○けん玉しよう！�
○カンカンかじや（くぎで作るペーパーナイフ）�
○飛ばしもの（紙ひこうきなど）　○ウオークラリー　など�

■問合せ　飯田子どもまつり実行委員会事務局　1 0265（23）7586

●４月22日（土）　５㎞・10㎞・20㎞・40㎞�
●４月23日（日）　５㎞・10㎞・20㎞・30㎞�
○スタート　午前７時（22日40㎞、23日20㎞・30㎞）�
　　　　　　午前９時（22日5㎞・10㎞・20㎞、23日5㎞・10㎞）�
○スタート、ゴールは中央公園です。�
○参加費　・市内の中学生以下：無料�
　　　　　・２日参加：2,000円（当日申込はプラス200円）�
　　　　　・１日参加：1,000円（　　　　　〃　　　　　）�
○申込方法　先に各戸にお配りした「やまびこマーチ」のチラシの説明に沿って事前
に申し込んでください。当日の申し込み参加も歓迎します！�

※このほか、記念ビッグコース（4/21～ 22）、舟下りコース（4/22）、せっかくウオーク（4/24）
もあります。詳細はチラシをご覧ください。�
　（ビッグコースと舟下りコースの申込受付は終了しました）�
○駐車場　市役所、追手町・浜井場小学校�
○当日運営に関わっていただくボランティアスタッフも募集しています。�

■問合せ　飯田やまびこマーチ実行委員会事務局（スポーツ課内）　1 0265（21）3001

会場：野底山森林公園　（駐車場は山田グラウンド、送迎バスがあります）�
時間：午前９時～午後２時30分�
○緑化木頒布（１鉢400円。午前：ボタン　午後：西洋シャクナゲ）、花木等即売�
　　　　　　　　風船と花の種、綿菓子、おにぎり、豚汁、プラ資源袋�
　　　　　　　　野だて、もち投げ�
　　　　　　　　親子でイス作り、しいたけ菌打ち体験、野底ウォーク�
　　　　　　　　マレットゴルフ、大縄跳び、フラフープ�
　　　　　　　　ひがし太鼓、ジュニアダンス、人形劇、大型紙芝居�
　　　　　　　　上郷小金管バンド、黒田人形、市民吹奏楽団�

■問合せ　市役所上郷支所　1 0265（22）2540

会場：飯田運動公園中央広場（飯田市三日市場）�
時間：15日（土）　午前10時～午後４時�
　　　16日（日）　午前９時～午後３時30分�
○苗木、花木、盆栽の販売、見本庭園の展示・即売　○地域特産品販売�
○ボタン（牡丹）抽選会：先に各戸にお配りした緑化祭チラシに付いている抽選券を
　お持ちください。抽選で当たりが出れば500円でボタン１株を差し上げます。�
　１日300株の限定です。�
○熱気球搭乗体験・ツリークライミング体験（それぞれ１人１回500円）�
○綿菓子、水ヨーヨー釣りなど　○ストラックアウト　○クイズラリー�
○飯田市消防音楽隊演奏　○地域戦隊カッセイカマンショー�

■問合せ　飯田都市緑化推進協議会事務局 (都市整備課内 )　1 0265（22）4511　内線2731

４/15
４/16

４/23
４/22

～手づくりのおむすびを持って家族で歩こう～�

～花と緑のまちづくり～�

楽しいこといっぱい！みんなみんなあつまれ～！！�

～さわやかな風、豊かな緑、ふれあおう森の恵みと～�



� 2006.4.1［広報いいだ］�

10265（22）4511

さまざまなイベントを開催します。ご家族そろってお出かさまざまなイベントを開催します。ご家族そろってお出かけください。けください。�さまざまなイベントを開催します。ご家族そろってお出かけください。�

●後藤道夫先生のサイエンスショー（超低温の不思議な世界）�
　会場：おいで館�
　１回目　午前11時～　２回目　午後１時30分～�
●モデルロケットを作って飛ばそう�
　会場：かざこしなかまの館内　かぜのこクラブ�
　１回目　午前10時30分（受付　午前10時）�
　２回目　午後１時　　　 （受付　午後０時30分）�
　※各回とも先着20組。小学校低学年は保護者同伴。�
●ワークショップ�
　午前10時～正午、午後１時～３時�
○おいで館　巨大風船を作ろう　電気パンを焼こう�
　　　　　　ドライアイス鉄砲で遊ぼう　など�
○屋　　外　巨大シャボン玉で遊ぼう�

５/３�

■問合せ　教育委員会　学校教育課　10265（22）4511　内線2576

４ / ８�

４ / ９�

４/15�

４/16�

４/22

（土）�

（日）�

（土）�

（日）�

（土）�

（日）�

（祝）�

（日）�

（祝）�

（祝）�

万華鏡を作ろう�

ブーメランを作ろう�

東を向くモビール�

ストロー笛を作ろう�

超高層ビルを見よう�

４/23�

４/29�

４/30�

５ / ４�

５ / ５�

飛行機凧を作ろう�

風船ロケットを作ろう�

お休み�

サイエンスショー（大気圧の実験）�

スライムを作ろう�

サイエンスショー風景�

会場：おいで館　時間：午前10時～正午、午後１時～３時�

楽しいことがいっぱいの「科学体験コーナー」�

４/８�

５/５�
〜�

※詳細はホームページ（http://www.omosirokagaku.com/）でご確認ください。�

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　10265(59)8080　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

会場：かざこしなかまの館　ほか�
時間：午前10時～午後３時�
木工や陶芸などの名人（マイスター）の皆さん
が教えてくれます。※陶芸は材料費500円�

会場：はらっぱ、風の広場　ほか�
時間：午前10時～午後３時�
キックターゲットや、ストラックアウトなど
の体験コーナーを設置します。君も金メダル
をめざそう！�

会場：土の工房�
時間：午前10時～正午、午後１時30分～３時
元気よく泳ぐこいのぼりを作ってみよう。作っ
たこいのぼりは、持ち帰りできます。�
�

5/5

会場：風の広場、回廊�
●森のファンタジーエレクトーン�
　５月３日　随時�
●ダンス＆エレクトーン�
　５月４日　午前10時～午後３時�

5/3～4

5/6

5/1～5
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No.1平成18年度�

●剣道�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

名称�

飯伊地区春季剣道大会�

竜峡地区少年剣道大会�

飯伊地区秋季剣道大会�

飯田地区剣道昇級審査会�

小学生剣道講習会�

剣道指導者審判講習会�

居合道講習会�

剣道講習会�

丸山剣道教室�

羽場剣道教室�

座光寺剣道クラブ�

上郷少年少女剣道クラブ�

鼎剣道部�

伊賀良少年剣道クラブ�

山本剣道クラブ�

松尾剣道部�

竜丘剣道クラブ�

川路少年剣道クラブ�

三穂剣道クラブ�

龍江少年剣道クラブ�

千代少年剣道クラブ�

慈恩館道場少年剣道部�

慈恩館居合道部�

慈恩館杖道部�

開催日�

6月25日a

9月24日a

10月15日a

8月20日a、1月14日a

8月27日a

9月17日a

10月28日g・29日a

11月12日a

毎週土曜日�
毎週月・土曜日�
毎週土曜日�
毎週土曜日�
毎週土・日曜日�

毎週水・土曜日�

毎週火・土曜日�
毎週火・土曜日�
毎週土曜日�
毎週土曜日�
毎週土曜日�
毎週土曜日�
毎週土曜日�
毎週火・土曜日�
毎週水・金曜日�

毎週水・日曜日�

麻績会館�

鼎武道館�

会場�

飯田市武道館�
竜丘小体育館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷体育館�

伊賀良小体育館�
フォーラム伊賀良・�

松尾小体育館�
竜丘小体育館�
川路小体育館�
三穂小体育館�
龍江小体育館�
千代小・千栄小体育館�
飯田市武道館�
飯田市武道館�

飯田市武道館�

対象者�

会員�

小・中�
小～一般�
小・中・一般�
小・中�
小・中・一般�

小・中・一般�

小～一般�
小～一般�
小・中�
小・中�
小～一般�
小・中�
小・中�
小・中�
高・一般�

高・一般�

●弓道�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

名称�

市民弓道大会�

県下弓道飯田大会�

飯伊地区高等学校弓道大会�

南信弓道大会�

飯伊地区高等学校弓道大会�

四段以下対象講習会�

四段以下対象審査会�

弐段以下対象講習会�

弐段以下対象審査会�

射法射技研修会�

飯田弓道教室�

開催日�

4月29日-

10月8日a

11月3日-

11月26日a

3月下旬�

5月7日a

5月21日a

11月5日a

11月12日a

2月11日-

毎週火・金曜日　20回�
5月中旬～7月下旬�

会場�

県営飯田弓道場�

県営飯田弓道場�

市営弓道場�

市営弓道場�

対象者�

会員・高�

会員・高�

中～一般�
初心者�

●柔道�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

対象者�

会員�

小～一般�

名称�
県少年少女柔道チャンピオン�
大会南信予選会�

南島清久杯飯田柔道大会�

全国少年柔道大会南信予選会�

地区別講習会�

南信講習会�

上郷柔道教室Ａ�

上郷柔道教室Ｂ�

座光寺柔道教室�

飯田柔道教室�

鼎柔道教室�

松尾柔道教室�

下久堅柔道教室�

川路柔道教室�

伊賀良柔道教室�

山本柔道教室�

竜丘柔道教室�

開催日�

5月7日a

2月11日a

3月11日a

11月19日a

4月9日a、7月30日a、�

1月28日a

5月28日a、9月17日a、�

毎週火・金曜日�
毎週水曜日�
毎週火・金曜日�
毎週火・木曜日�
毎週木・土曜日�
毎週火・金曜日�
毎週土曜日�
毎週月曜日�
毎週水・土曜日�
毎週金曜日�
毎週土曜日�

会場�

飯田市武道館�

上郷柔剣道場�
上郷柔剣道場�
麻績会館�
飯田市武道館�
鼎体育館�
松尾公民館�
下久堅小学校�
川路青少年柔道場�
旭ヶ丘中学校�
旭ヶ丘中学校�
竜丘柔道場�

●合気道�

教
室
�

名称�

合気道教室�

開催日�

毎週水・金・土・日曜日�

会場�

飯田市武道館�

対象者�

小～一般�

●卓球�

大
会
�

講
習
�
教
室
�

大
会
�

名称�

春季卓球選手権大会�

秋季卓球選手権大会�

ニッタク杯争奪卓球大会�

飯田市長杯卓球大会�

会長杯卓球大会�

卓球審判・技術講習会�

卓球技術講習会(中・上級)

上郷ジュニア卓球クラブ�

飯田市ジュニア卓球クラブ�

●水泳�

名称�

飯伊学童泳力テスト�
飯伊地区マスターズ�
スイミングフェスティバル�
秋季県スイミングクラブ�
水泳競技大会�
県春季室内選手権水泳�
競技大会�

開催日�

4月9日a

8月6日a

9月17日a

10月1日a

11月12日a

12月10日a

2月18日a

3月18日a

5月6日g

5月21日a

毎週月・火・水・木・土曜日�
毎週火・木・土曜日�

開催日�

7月2日a

7月30日a

8月20日a

9月17日a

11月12日a

2月11日a

会場�

鼎体育館�
高森町民体育館�
鼎体育館�
鼎体育館�
上郷体育館�
上郷体育館�
鼎体育館�
鼎体育館�
高森町民体育館�
飯田勤労者福祉�
センター�

上郷体育館2F卓球場�
鼎体育館卓球室�

会場�

アクアパークIIDA
ヘルシー�
スタジアム60

ヘルシー�
スタジアム60
ヘルシー�
スタジアム60

アクアパークIIDA

サンヒルズいいだ�

対象者�

会員�
会員�
会員�
会員�
会員・�
小～一般�

会員�
会員・�
小～一般�

会員�
会員�
会員�
小～一般�
小～一般�

対象者�

会員・中�
会員・�
小～高�

会員・小�

会員・一般�
会員・�
小～一般�
会員・�
小～一般�

対象者略称　①体育協会登録会員=会員　②非会員の方　小学生＝小　中学生＝中　高校生＝高　その他＝一般�
会場の略称　○TC＝テニスコート　○CW＝クライミングウォール　○マレット場=マレットゴルフ場�

丸山公民館・�
丸山小体育館�

飯田勤労者福祉�
センター�

羽場公民館・�
飯田西中武道館�

山本小・阿智�
第一小体育館�

会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�

会員・高・�
一般�

会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・高・�
一般�
会員・一般�
高段者�

大阪・名古屋オープン�
(小学生の部)県予選会�

伊那谷ダブルス卓球�
選手権大会�

グリーンバット�
争奪卓球大会�

南信地区中学校�
水泳競技大会�
全国JO夏季大会県公認�
記録会�

●ラグビー�

大
会
�

会場�

松尾総合運動場�

対象者�

会員�

名称�
飯田市長杯ラグビーフット�
ボール大会�

ラグビーフェスティバル�

上郷杯�
飯伊ラグビースクール�
小学生交流大会�
飯伊ラグビースクール�
中学生交流大会�

開催日�

6月18日a・25日a

7月2日a

11月3日-

3月4日a

3月21日-
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■問合せ　（財）飯田体育協会　1 0265（22）4511　内線 5861　Eメール sports@city.iida.nagano.jp

●空手�

会場�

飯田高校�
飯田高校�
山田体育館�
飯田勤労者福祉�
センタ－�
飯田高校、�
上郷柔剣道場�

拳武館�
松ぼっくり講堂�
下久堅小体育館�
鼎武道館�
フォーラム伊賀良�
高森町民体育館�
山本公民館�
拳武館�
飯田長姫高校�
丸山公民館�

会場�

天竜峡・喬木ＴＣ�
天竜峡・矢高ＴＣ�
天竜峡・矢高ＴＣ�
天竜峡ＴＣ�
矢高ＴＣ�
天竜峡・矢高ＴＣ�
天竜峡ＴＣ�
天竜峡・矢高ＴＣ�
天竜峡・矢高ＴＣ�
天竜峡ＴＣ�

天竜峡ＴＣ�

天竜峡ＴＣ�

会場�

押洞ＴＣ�

大
会
�
講
習
会
�

教
室
�

大
会
�

教
室
�

大
会
�

講
習
�

●テニス�

●ソフトテニス�

名称�
春季高校体育連盟空手道�
選手権大会�
秋季高校体育連盟空手道�
選手権大会�

南信空手道選手権大会�

技術講習会・昇級審査�

技術講習会�

上郷分会�

松尾少年空手クラブ�

下久堅分会�

鼎分会�

伊賀良分会�

高森分会�

山本分会�

松尾分会(木曜倶楽部)

姫楽会�

丸山分会�

名称�

県テニス飯田大会�

春季飯田テニス大会�

春季飯田市民テニス大会�

クラブ対抗戦�
鼎オープンダブルス�
テニス大会�

飯田テニス選手権大会�
ビーバーカップミックス�
ダブルス大会�

秋季飯田市民テニス大会�

秋季南信テニス大会�

冬季飯田テニス大会�

初心者テニス教室�

ジュニア・�
kidsテニス教室�

名称�
郡市ＡＢＣ級別ソフト�
テニス大会(Ｃクラス)

郡市ＡＢＣ級別ソフト�
テニス大会�
（Ａ・Ｂクラス、壮年、ママさん）�

県ソフトテニス飯田大会�
国体少年少女南信予選�
ソフトテニス大会�

飯伊地区クラブ対抗�
ソフトテニス大会�

飯田・伊那交流大会�
高校１年生ソフトテニス�
南信予選大会�

技術等級検定・指導会�

開催日�

5月�
10月�
10月�
5・7・12月�
6・7・10・1・2月�
毎週月曜日�
毎週月・金曜日�
毎週水曜日�
毎週火曜日�
毎週火・水曜日�
毎週水曜日�
毎週金曜日�
毎週木曜日�
毎週土曜日�
毎週日曜日�

開催日�

4月2日a

4月29日-

5月28日a

7月16日a

8月27日a

9月17日a

9月23日-

10月8日a

10月29日a

1月28日a

7月2日・9日・23日�
6月11日・18日・25日�

4月9日・23日、5月7日・21日�
月2回大会のない土日�

開催日�

4月22日g、9月30日g

4月23日a、10月1日a

5月21日a

7月1日g

8月5日g、11月4日g

10月21日g

10月28日g

8月19日g

対象者�

会員�

小～一般�
小・中�
小～一般�
小～一般�
小～高�
小・中�
小～一般�
中～一般�
高・一般�
小～一般�

対象者�

会員�
会員�
会員�
会員�
会員・高・�
一般�

会員�
会員・高・�
一般�

会員�
会員�
会員�

小～一般�

小・中�

対象者�

中�

会員・高・�
一般�

会員・高�
高�

（クラブ・�
　　団体）�

会員・一般�

会員�
高�

会員・中・高�

●バスケットボール�

●野球�

●ソフトボール�

大
会
�

教
室
�

大
会
�

大
会
�

会場�

鼎・上郷体育館�
鼎・上郷体育館�
鼎・上郷体育館�
鼎中体育館�
鼎・上郷体育館�
鼎体育館　他�
中学校体育館　他�
鼎中体育館�
鼎・上郷体育館�
鼎体育館　他�

高陵中体育館�
座光寺小・上郷小・�

下久堅小体育館�
山本小体育館�
伊賀良小体育館�

会場�

押洞運動場、今宮球場�

押洞運動場、今宮球場�
県営飯田野球場�
今宮球場�
押洞運動場、今宮球場�
今宮球場�
押洞運動場、今宮球場�
県営飯田野球場�
今宮球場�
県営飯田野球場�
県営飯田野球場�

押洞運動場、�
今宮球場�

会場�

押洞運動場�

矢高グラウンド�
県営多目的グラウンド�

喬木村多目的�
グラウンド�

県営多目的グラウンド�

対象者�

会員�

小�

小（3年生�
以上）�
小（3年生�
以上）�
小（3年生�
以上女子）�

対象者�

会員�

対象者�

会員�

会員・一般�

会員�
会員�

名称�
国民体育大会県予選会�
（第1日目）�
飯伊地区中学校バスケット�
ボール選手権大会�
飯伊高校バスケットボール�
選手権大会�

春季一般夜間リーグ�

飯伊高校強化リーグ大会�
県ミニバスケットボール�
優勝大会（男子）�
飯伊地区中学校新人バス�
ケットボール大会�

秋季一般夜間リーグ�
飯伊総合バスケット�
ボール選手権大会�
飯伊ミニバスケット�
ボール選手権大会�

ミニバスケットボールクラブ�
高陵ジュニア�

下久堅ミニバスケット�
ボール教室�
山本ミニバスケットボール�
教室�
伊賀良ミニバスケット�
ボール教室�

名称�

高松宮賜杯全日本軟式�
野球大会�
（１・２部）飯田大会�

国民体育大会一般Ｂ�
飯田大会�
高松宮賜杯全日本軟式�
野球大会(２部)南信大会�
全国官公庁軟式野球大会�
飯田大会�
天皇賜杯全日本�
軟式野球大会飯田大会�
東海五県軟式野球大会�
平成19年度代表飯田大会�
東日本軟式野球大会�
（１・２部）飯田大会�
東海五県軟式野球大会�
平成19年度代表南信大会�
中部日本都市対抗軟式�
野球大会飯田大会�
中部日本都市対抗軟式�
野球大会南信大会�
軟式野球連盟飯田支部�
選手権大会飯田大会�

五味博一旗長野県選抜�
選手権大会�
19年代表飯田大会�

名称�
北部地区60歳以上�
ソフトボール大会�

飯田市LS交流�
ソフトボール大会�
県レディースソフトボール�
大会�
飯田市60歳以上�
ソフトボール大会�

開催日�

4月16日a

4月29日-・30日(日)
5月3日-

6月16日f～7月下旬�
8月7日b・8日c

8月27日a

9月9日g・10日a

9月29日f～12月中旬�
2月3日g・10日g・11日a

2月25日a

毎週水・土・日曜日�

毎週日曜日�
毎週土曜日�
毎週日曜日�

開催日�

4月23日a・30日a

5月14日a・28日a

5月20日g・21日a

6月18日a

6月25日a、7月2日a

7月16日a・23日a

7月30日a、8月13日a

8月5日g・6日(日)
8月20日a・27日a

9月9日g・10日a

9月23日-・24日a

10月1日a・15日a

開催日�

5月21日a

6月18日a

9月2日g・3日a

10月22日a
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●ゲートボール�

●マレットゴルフ�

●ゴルフ�

●陸上競技�

大
会
�

講
習
�
教
室
�

大
会
�

大
会
�

講
習
�

大
会
�

講
習
�

名称�

飯田支部春季親睦大会�

県選手権大会�

中日旗争奪大会�

社会人（２部）大会�
信毎旗争奪大会及び県民�
スポーツフェスティバル予選�

高齢者親善大会�

県選抜飯田支部予選会�
支部大会�
（アイホールいとう大会）�

信毎旗争奪大会�

飯田支部秋季親睦大会�

北信越選手権大会�

３級審判員講習会�

上級及び役員講習会�

初心者教室�

名称�

５月マレットゴルフ大会�
飯田市長杯争奪�
マレットゴルフ春季大会�
７月大会兼中央道スポーツ�
大会予選�

８月マレットゴルフ大会�

９月マレットゴルフ大会�

飯伊マレットゴルフ選手権大会�
飯田市長杯争奪マレット�
ゴルフ秋季大会�

11月マレットゴルフ大会�

初打ちマレットゴルフ大会�

３月マレットゴルフ大会�

名称�

飯伊地区レディース�
ゴルフ大会�

県レディース地区対抗�
ゴルフ大会�

飯田市シニアゴルフ大会�
県シニア市町村対抗ゴルフ大会�

南信州ゴルフ競技会�
飯田市長旗争奪飯田市地区�
対抗ゴルフ大会�

ゴルフ研修会�

名称�

春季記録会�

小中学生陸上競技大会�

飯伊選手権大会�

秋季記録会�

クロスカントリー大会�

陸上競技技術講習会�

開催日�

4月5日d

4月12日d

5月17日d、8月22日c

6月7日d

6月21日d

7月19日d

8月2日d

9月12日c

10月3日c

10月18日d

11月7日c

9月�
11月�

4月～10月�

開催日�

5月7日a

6月4日a

7月3日b

8月6日a

9月3日a

9月24日a

10月29日a

11月12日a

2月25日a

3月11日a

開催日�

4月6日e

4月6日e

6月8日e

9月18日-

5月17日、6月14日、7月12日�

開催日�

4月8日g

5月21日a

8月19日g・20日a

10月22日a

1月21日a

1月4日e～7日a

4月29日-・30日a、�
9月9日g

会場�

城下グラウンド�

松尾竜水園�
アスティたかぎ�

桐林コミュニティ�
ー広場�

松尾竜水園�

会場�

八幡山マレット場�
今田平マレット場�
座光寺マレット場�
下久堅親水公園�
マレット場�

妙琴公園マレット場�
松尾マレット場�
松尾マレット場�
今田平マレット場�
座光寺マレット場�
座光寺マレット場�

会場�

飯田カントリー倶楽部�

飯田カントリー倶楽部�

あららぎカントリー�
クラブ�

高森カントリークラブ�

飯田カントリー�
倶楽部　他�

会場�

松尾総合運動場�
松尾総合運動場�
松尾総合運動場�
松尾総合運動場�
天竜川総合学習館�
(かわらんべ)

松尾総合運動場�

対象者�

会員・一般�
会員�
会員・一般�
会員�
会員�
会員�
会員�
会員�
会員・一般�
会員・一般�
会員�

会員�

小～一般�

対象者�

会員�
会員・一般�
会員�
会員�
会員�
会員・一般�
会員・一般�
会員�
会員・一般�
会員�

対象者�

会員・�
一般女子�

(1945/12/31�
以前生まれ)

会員・�
一般シニア�

会員・一般�
会員・一般�

会員・一般�

対象者�

会員・中・高�
小・中�
会員・小～高�
会員・小～高�
会員・�
小～一般�

会員・�
小～一般�

●サッカー�

●バレーボール�

●家庭婦人バレーボール�

●山岳�

大
会
�

大
会
�

大
会
�

大
会
�
講
習
�

教
室
�

名称�

飯伊夏季サッカーリーグ�

飯田市長杯少年サッカー大会�

全日本少年サッカー県大会�

トライアルFA　飯田�

県社会人サッカーリーグ�

県少年サッカー新人戦�
飯伊予選大会�
飯伊少年サッカー大会�
フェスティバル�

飯伊選手権大会�

北信越少年サッカー長野大会�

飯伊少年サッカー選手権大会�

社会人飯伊選手権大会�

飯伊社会人冬季サッカーリーグ�

シニアサッカー大会�

名称�
飯伊総合6人制バレーボール�
春季大会�
(兼飯伊審判講習会)
飯伊小学生バレーボール�
春季大会�
ペプシカップ上下伊那�
ブロック大会�
飯伊総合9人制バレーボール�
春季大会�
飯伊小学生バレーボール�
秋季大会�

総合選手権大会県予選会�
全日本9人制バレーボール�

飯伊総合9人制バレーボール�
秋季大会�
飯伊総合6人制バレーボール�
秋季大会�
飯伊小学生バレーボール�
正月大会�

飯田冬季練成会�

名称�
全国ママさんバレーボール�
大会飯伊予選会�
中電若葉杯�
ママさんバレーボール大会�

リーグ戦�

中日新聞杯�
ママさんバレーボール大会�

新春大会�

名称�

国体山岳競技北信越大会�

県山岳協会雪上訓練�
県山岳協会伊那支部�
岩登り講習会�

県山岳協会伊那支部冬山講習会�

飯田山岳会市民登山�
飯田山岳会クライミング�
体験教室�
県山岳協会伊那支部�
夏山登山教室�

開催日�
4月2日～10月8日の�
毎日曜日�
(4/16・9/10を除く)

5月4日-・5日-

6月4日(日)

12月9日g、3月3日g

6月17日g、7月8日g、�

7月22日g・23日a

6月4日a、7月8日g・9日a、�

7月17日-

8月26日g・27日a
10月22日～11月26日�
の毎日曜日�

9月30日g、10月1日a

11月19日a

12月2日g・3日a
12月3日～3月25日�
の毎日曜日�
(1/7を除く)
12月9日g・10日a

開催日�

4月23日a

5月21日a

5月28日a

6月11日a

9月3日a

9月23日-・24日a

10月29日a

12月3日a

1月14日(日)
1月20日g・21日a

開催日�

5月14日a

6月4日a

10月22日a

6月25日a、9月10日a、�

7月16日a

1月28日a

開催日�

7月29日g・30日a

5月下旬�
9月～10月�
2月�
7月～8月�
6月上旬�
7月下旬�

会場�

座光寺河川敷運動場�

県営多目的グラウンド�
座光寺河川敷運動場・�

県営多目的グラウンド�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場�
座光寺河川敷運動場�

県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場・�

県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場�

座光寺河川敷運動場�

松尾総合運動場�

会場�

鼎体育館�

鼎・上郷体育館�
鼎体育館�
上郷体育館�
鼎・上郷体育館�

鼎・上郷体育館　他�

上郷体育館�
鼎体育館�
鼎・上郷体育館�
鼎・上郷体育館�

会場�

鼎体育館�
鼎・上郷・切石体育館�
鼎・上郷体育館�
他�
鼎・上郷体育館　他�
鼎体育館�

会場�

駒ヶ根市菅の台ＣＷ�

針の木雪渓�
駒ヶ根市菅の台ＣＷ�
中央アルプス�
北アルプス�
駒ヶ根市菅の台ＣＷ�
中央アルプス�

対象者�

会員�

対象者�

会員・�
中～一般�

会員・小�
会員・小�
会員・一般�
会員・小�

会員・一般�

会員・一般�
会員・�
中～一般�

会員・小�
会員・小�

対象者�

会員�

対象者�

会員�

中～一般�
小～一般�
一般�

対象者略称　①体育協会登録会員=会員　②非会員の方　小学生＝小　中学生＝中　高校生＝高　その他＝一般�
会場の略称　○TC＝テニスコート　○CW＝クライミングウォール　○マレット場=マレットゴルフ場�
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●バドミントン�

●アーチェリー�

●ソシアルスポーツダンス�

●太極拳�

大
会
�

大
会
�
講
習
�
教
室
�

大
会
�
講
習
�
教
室
�

大
会
�
講
習
�

教
室
�

対象者�
会員・�
中～一般�
会員・�
中～一般�
会員・中～�
一般団体�
会員・�
中～一般�

対象者�

会員・高・�
一般�

会員・�
中～一般�

中～一般�

対象者�

会員・一般�

会員・一般�

一般�

対象者�

会員・�
小～一般�

会員�

小～一般�

名称�

飯伊バドミントン選手権大会�

中日杯争奪バドミントン大会�

体育協会長杯バドミントン大会�

飯田市長杯バドミントン大会�

名称�

飯田アーチェリー大会�

初心者講習会�

アーチェリー教室�

名称�

チャリティーダンスパーティー�

ダンス技術講習会�

ソシアルスポーツダンス教室�

名称�

太極拳フェアー�

太極拳フェスティバル�

太極拳技術講習会�

健高会上郷教室�

　〃　武道館教室�

　〃　伊賀良教室�

　〃　高陵教室�

愛好会北方教室�

　〃　駄科教室�

開催日�

5月21日a

7月23日a

11月19日a

2月25日a

開催日�

6月下旬�

5月14日a、6月11日a、�
7月9日a

4月9日a～11月　�
毎月第2日曜日�

開催日�

12月17日a

9・10・11月�

毎月第3日曜日�

開催日�

5月28日a

9月3日a

10月28日g・�
29日(日)
毎週火曜日�
毎週水・土曜日�

毎週金曜日�
毎週木曜日�

毎週水曜日�
毎月第1・第3金曜日�
毎月第2・第4火曜日�

会場�

飯田勤労者�
体育センタ－�

会場�

飯田市�
アーチェリー場�

会場�

飯田勤労者�
福祉センター�

会場�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷公民館�
飯田市武道館�

伊賀良公民館�
北方会館�

上郷体育館�
北方会館�
駄科集落センター�

●中央道沿線都市親善スポーツ大会�

●スポーツ課主要行事�

●スポーツ少年団�

対象者�

一般�

高・一般�

登録チーム�

小�

会員�

小・中�

会員・一般�

小・(中)

中～一般�

所管�

スポーツ課�

名称�

剣道�

弓道�

家庭婦人バレーボール�

小学生バレーボール�

早起き野球�

柔道�

マレットゴルフ�

小学生ラグビー�

アーチェリー�

名称�

県市町村対抗駅伝競走大会�
南信濃B&G海洋センタープール�
開場（8月31日まで　予定）�
市営市民プール開場�
（9月3日まで　予定）�
運動公園アクアパークプール開場�
（9月3日まで　予定）�

北信越国民体育大会　弓道競技�
信州飯田60歳以上�
ソフトボール大会�
風越登山マラソン大会兼�
みんなで走ろう大会�

県縦断駅伝競走大会�

ニュースポーツフェスティバル�

開催日�

8月6日a

8月6日a

8月6日a

8月6日a

9月3日a

9月10日a

10月15日a

10月15日a

10月15日a

開催日�

5月7日a

6月1日e　予定�

7月1日g　予定�

7月1日g　予定�

8月26日g・27日a

9月23日-・24日a

10月9日-

11月18日g・19日a

11月23日-

場所�

飯田市武道館�

県営飯田弓道場�

鼎体育館　他�

上郷体育館　他�

県営飯田野球場 他�

飯田市武道館�

座光寺マレット場�

松尾総合運動場�

矢高グラウンド�

会場�

県松本運動公園�
南信濃B&G�
海洋センター�

市営市民プール�

市運動公園プール�

県営飯田弓道場�

市内グラウンド�
市内・風越山・�
今宮球場�

長野市～飯田市�
飯田勤労者体育�
センター　他�

団体名� 開催日� 対象者� 団体名� 開催日� 場所� 対象者�

飯田市バレーボール�
毎週金曜日�
毎週木・土曜日�
毎週水曜日�

小�

空
手
�

空手道糸東会� 毎週日曜日（夜）�
毎週土・日曜日�

上郷体育館�
上郷柔剣道場� 幼児～高�

卓
球
�

空手第４団鼎空手クラブ� 毎週火曜日� 鼎武道館� 幼児～高�
飯田市空手道連盟�
第2団義心館羽場� 毎週火・日曜日� 羽場公民館� 幼児～高�

バ
ス
ケ
ッ
ト
� 武道空手飯田少年�

クラブ�

NPO法人日本武道�
総合格闘技連盟�

各地区によって異なる�

上郷黒田、松尾、鼎�
体育館、  旭ヶ丘中�
武道場、白山町、竜�
丘児童センター、�
千代・川路公民館、�
麻績会館�

幼児～中�
サ
ッ
カ
ー
�
ラ
グ
ビ
ー
�

柔
道
�

麻績会館�

幼児～�
高(女子のみ)

小・中�

幼児～中�

幼児～高�

対象者
指導者・母集団�

スポーツ少年団員�

飯田市上郷卓球�

飯田少年卓球クラブ�

飯田ミニバスケットボール�

上郷バスケットボール�

飯田市少年サッカースクール�

飯田市上郷ＦＣ�

飯田ラグビー�

上郷ラグビー�

上郷柔道�

座光寺柔道�

飯田武道館�

飯田市剣道第一�

チャレスポ多種目�

毎週月・火・水・木・土曜日�

毎週土曜日�

毎週木・土曜日�

毎週水・金・日曜日�

月4回　土・日曜日�

毎週水・日曜日�

土・日・祝日�

毎週土曜日�

毎週火・金曜日�

毎週火・土曜日�

毎週火・木曜日�

毎週火・土曜日�

毎週土曜日�

場所�

三穂小体育館�
上郷小・伊賀良小体育館�
上郷体育館�

鼎体育館�

上郷体育館２F

鼎体育館卓球室�

上郷小体育館�
座光寺河川敷運動場�
他�

上郷小グラウンド�

竜丘小グラウンド�
松尾総合運動場、�

上郷小グラウンド�

上郷柔剣道場�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷体育館�

小・中�

小（３年生以上）�

小（３年生以上）�

小・中�

小（３年生以上）�

小・中�

小（３年生以上）�

小・中�

幼児～中�

幼児～中�

幼児～中�

小・中�

小（２年生以上）・中�

飯田市カラーガード隊�

飯田市上郷バドミントン�

飯田市上郷バレエ�

ポミエ新体操クラブ�

研修会・大会など�

指導者・母集団研修会�

リーダー研修会�

スポーツ少年団大会�

毎週日曜日�

毎週月・金曜日�

毎週土曜日�

毎週火・木・土曜日�

開催日
6月24日g

10月21日g・22日a

3月4日a

飯田市武道館２F

上郷体育館�

上郷体育館�

丸山小体育館�
鼎・上郷体育館�

場所
鼎体育館�

阿南少年自然の家�
飯田勤労者体育�
センター　他�

　スポーツ少年団では、子どもたちがスポーツな�

どに自主的・意欲的に取り組み、身体とこころを�

鍛えることができるように、年齢に応じた指導を�

します。ぜひ子どもと一緒におでかけください。�
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正宗得三郎「夕月」昭和21年（1946）�
飯田市美術博物館蔵�

現代�

近世� 近現代�

新期ゼミ生募集中！�
時間　午後7時～8時40分�
場所　歴史研究所研修室�
新期は４～５月から始まりますが、
随時参加できます。電話でお
申し込みください。�

歴研ゼミナール�

特別天然記念物（S３０.２.１５指定）�

ライチョウ　　　　　�
�生息地：南アルプス�
氷河期の遺存種で、日本では南アルプスと御岳山などの高山地帯
のハイマツ帯に生息しています。観光開発や登山者などによるゴミ
の増加、それに伴うキツネやカラスなどの天敵や病気、寄生虫の増
加により、絶滅の危機にひんしています。�
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飯田市の人口（3/1現在）■人口＝108,020人（前月比‐86）男51,844人／女56,176人  ■世帯＝37,273戸（前月比ー43）�
発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

4月1日G～5月21日A展示期間�

　正宗得三郎は岡山県に生まれ、二科会や二紀会の創

立に関わったことで知られる洋画家です。この著名作家は、

太平洋戦争末期から、三穂村伊豆木（現・飯田市伊豆

木）に疎開しており、当地の風景に親しんで、同地で数

多くの作品を手がけました。�

　今回の展示では、所蔵の正宗作品の中から、

三穂を描いた作品を中心に、風景を主題とした作

品を紹介します。正宗の得意とする点描の画風

が持つ、鮮烈かつ穏やかな表現をお楽しみくださ

い。�

〈平常展示〉�

正宗得三郎　－風景点描－�

「近世下伊那の民衆生活史」�

近世史ゼミ� 隔週火曜日�
（初回４月11日～）�

近現代史ゼミ�
「地域社会史入門～飯田町の記憶を探る」�

隔週木曜日�
（初回4月13日～）�

フィールドワーク�フィールドワーク�

現代史ゼミ�
英語文献講読�
「グローバリゼーションと地域社会」�

隔週水曜日�
（初回５月10日～）�

●開所時間 午前9時～午後5時�
●休 所 日 日・月曜日、祝日�
●歴史研究所では、歴史資料を調査、収集、保存しています。
　所内には閲覧・交流スペースを設け、収集した資料をご覧
　いただけます。お気軽にご利用ください。�
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●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、5月12日F�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（　）内は20人以上の団体�


